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RZ/T1グループ

POE3 & GPTaサンプルドライバ

要旨

本アプリケーションノートでは、RZ/T1 の POE3 機能と GPTa 機能を使用し一定時間後に GPTa 出力端子

を Hi-Z にするサンプルプログラムについて説明します。

POE3 サンプルドライバの特長を以下に示します。

• FIT 対応 I/F（R_POE3_Open() / R_POE3_Close() / R_POE3_Control() / R_POE3_GetVersion()）

• サンプリング回数指定

• ハイインピーダンス出力（ソフト制御含む）

• 割り込み

GPTa サンプルドライバの特長を以下に示します。

• FIT 対応 I/F（R_GPTA_Open() / R_GPTA_Close() / R_GPTA_Control() / R_GPTA_GetVersion()）

• 16 ビット ×4 チャネル

• カウント方法（アップ／ダウン、三角波／のこごり波）

• クロックソース（PCLKC, PCLKC /2, PCLKC /4, PCLKC /8）

• 出力（チャネル毎に 2 本）

• アウトプットコンペア／インプットキャプチャ（チャネル毎に 2 本）

• コンペアレジスタ（アウトプットコンペア／インプットキャプチャレジスタに対して各 4 本、バッファ

レジスタとしても動作可）

• PWM 波形生成（3 相 PWM 波形生成も含む）

• フレーム周期

• 同期動作／位相シフト

• デッドタイム生成

• カウントスタート／クリア／ストップ

• 内部トリガ

• ELC 連携（ELC ドライバで設定）

• ノイズフィルタ

• 割り込み

サンプルプログラムの特長を以下に示します。

• 三角波 PWM モード 1 動作（GTIOC0A,GTIOC0B 出力）中に POE3 で出力に Hi-Z を出力

対象デバイス

RZ/T1

本アプリケーションノートを他のマイコンへ適用する場合、そのマイコンの仕様にあわせて変更し、十分

評価してください。
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1. 仕様
表 1.1 使用する周辺機能と用途を、図 1.1 にサンプルコード実行時の動作環境を示します。

表1.1 使用する周辺機能と用途

周辺機能 用途

RZ/T1内蔵ポートアウトプットイネーブル3（POE3） PWMタイマで一定時間計測後GTIOC0A/B端子にHi-Zを出力する。

RZ/T1内蔵 汎用PWMタイマ（GPTa） 三角波PWMモード1動作させ、GTIOC0A/B端子にPWM波形を出力す

る。

RZ/T1内蔵割り込みコントローラ（ICUA） PWMタイマでの時間計測のため以下の割り込み要因を使用

ch0インプットキャプチャ／コンペアマッチA割り込み（ID:178）

RZ/T1内蔵消費電力低減機能 サンプルプログラムで使用するGPTaモジュールへのクロック供給制御

RZ/T1内蔵 I/Oポート

RZ/T1内蔵マルチファンクションピンコントローラ

（MPC）

サンプルプログラムで使用する以下のモジュールに関連する端子の設定
POE3, GPTa
サンプルプログラムの動作状況表示の為に以下のポート（LED）を設定
LED10 (PM7), LED 8 (PM4), LED9 (PM6), LED 6 (PM5)

注 1. 別途お客様でご用意いただく必要があります。

図 1.1 動作環境
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2. 動作環境
本アプリケーションノートのサンプルコードは、下記の環境を想定しています。

表2.1 動作環境

項目 内容

使用マイコン RZ/T1グループ

動作周波数 CPUCLK = 450MHz

動作電圧 3.3V

統合開発環境 IARシステムズ製
Embedded Workbench® for Arm Version 8.20.2
Arm製
DS-5TM 5.26.2
RENESAS製
e2studio 6.1.0

動作モード SPIブートモード

16ビットバスブートモード

使用ボード RZ/T1 Evaluation Board
（RTK7910022C00000BR）

使用デバイス

（ボード上で使用する機能）

• NORフラッシュメモリ（CS0、CS1空間に接続）

メーカ名 : Macronix International Co..、型名 : MX29GL512FLT2I-10Q
• SDRAM（CS2、CS3空間に接続）

メーカ名 : Integrated Silicon Solution Inc、型名 : IS42S16320D-7TL
• シリアルフラッシュメモリ

メーカ名 : Macronix International Co..、型名 : MX25L51245G
• LED

LED10（PM7）、LED8（PM4）、LED9（PM6）、LED6（PM5）
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3. 関連アプリケーションノート
本アプリケーションノートに関連するアプリケーションノートを以下に示します。併せて参照してくださ

い。

• RZ/T1 グループ 初期設定 アプリケーションノート（R01AN2554JJ）

注 . 本アプリケーションノートで記載しないレジスタに関しては、RZ/T1 グループ 初期設定 アプリケーション

ノートで設定した値のまま使用します。
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4. 周辺機能説明
動作モード、ポートアウトプットイネーブル（POE3）、汎用 PWM タイマ（GPTa）、割り込みコントロー

ラ（ICUA）、消費電力低減機能、汎用入出力ポートについての基本的な内容は、RZ/T1 グループ・ユーザー

ズマニュアル ハードウェア編を参照してください。
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5. ハードウェア説明

5.1 ハードウェア構成例

図 5.1 にハードウェア構成例を示します。

図 5.1 ハードウェア構成例
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5.2 使用端子一覧

表 5.1 に使用端子と機能を示します。

注1. 320ピンのみ存在

注2. GPTaとMTU3aで共有している端子です。

補足：この他に、RZ/T1 初期化時に使用する端子が存在します。詳細については『RZ/T1 初期化サンプル アプリケーション

ノート』を参照してください。

表5.1 使用端子と機能

端子名 入出力 内容

PM7 出力 サンプルプログラムの動作状況を出力（LED10）
PM4 出力 サンプルプログラムの動作状況を出力（LED8）
PM6 出力 サンプルプログラムの動作状況を出力（LED9）
PM5 出力 サンプルプログラムの動作状況を出力（LED6）
POE0# 入力 POE3の入力端子（P71 / P96注1 / PB5）
POE4# 入力 POE3の入力端子（PR1注1）

POE8# 入力 POE3の入力端子（PE7 / PP0注1）

POE10# 入力 POE3の入力端子（P71 / P96注1 / PB5）
GTETRG 入力 GPT0～GPT3用の外部トリガ入力端子（PC0 / PA3）

GTIOC0A注2 出力 GPT0端子（P16 / PB7 / PA2）

GTIOC0B注2 出力 GPT0端子（P15 / PF6 / PA1）

GTIOC1A注2 出力 GPT1端子（P14 / PF5 / PA0）

GTIOC1B注2 出力 GPT1端子（P13 / P77 / P87）

GTIOC2A注2 出力 GPT2端子（P12 注1 / P76 / P86）

GTIOC2B注2 出力 GPT2端子（P11注1 / P75 / PD7）
GTIOC3A 出力 GPT3端子（P66注1 / PA6）
GTIOC3B 出力 GPT3端子（P67注1 / PA7）
MTIOC0A 出力 MTU0端子（PE6 / PP4）
MTIOC0B 出力 MTU0端子（PP3 / PE4）
MTIOC0C 出力 MTU0端子（PE5 / PP2）
MTIOC0D 出力 MTU0端子（PE3 / PP1）

MTIOC3B注2 出力 MTU相補PWM出力端子（P16 / PB7 / PA2）

MTIOC3D注2 出力 MTU相補PWM出力端子（P15 / PF6 / PA1）

MTIOC4A注2 出力 MTU相補PWM出力端子（P14 / PF5 / PA0）

MTIOC4B注2 出力 MTU相補PWM出力端子（P12注1 / P76 / P86）

MTIOC4C注2 出力 MTU相補PWM出力端子（P13 / P77 / P87）

MTIOC4D注2 出力 MTU相補PWM出力端子（P11注1  / P75 / PD7）
MTIOC6B 出力 MTU相補PWM出力端子（PA7 / PS5注1）

MTIOC6D 出力 MTU相補PWM出力端子（P70 / PS4注1）

MTIOC7A 出力 MTU相補PWM出力端子（PE7 / PS3注1）

MTIOC7B 出力 MTU相補PWM出力端子（P22 / PS1注1）

MTIOC7C 出力 MTU相補PWM出力端子（P42 / PS2注1）

MTIOC7D 出力 MTU相補PWM出力端子（PH6 / PS0注1）
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6. ソフトウェア説明

6.1 動作概要

POE3&GPTa サンプルプログラムの機能概要を表 6.1　動作概要に示します。また、図 6.1 にシステムブ

ロック図を示します。

6.1.1 プロジェクト設定

開発環境となる EWARM 上で使用されるプロジェクト設定については、RZ/T1 グループ 初期設定 アプリ

ケーションノートに記載しています。

6.1.2 使用準備

本サンプルプログラムの実行準備は必要ありません。

表6.1 動作概要

機能 概要

動作概要 三角波PWMモード1でGTIOCnA/B端子を出力中、一定時間後にPOE3のSPOERレジスタで

GTIOCnA/B端子をHi-Zに設定

GPTチャネル GPT0

GPT動作モード • 三角波PWMモード1
GPT0.GTPR レジスタに周期を設定してGPT0.GTCNT カウンタを三角波（全波）動作させ、

GPT0.GTCCRA レジスタ、GPT0.GTCCRB レジスタのコンペアマッチにより、GTIOC0A 端子、

GTIOC0B 端子にPWM 波形を出力

図 6.1 システムブロック図

RZ/T1

GPTaサンプルドライバ

関数呼び出し レジスタアクセス イベント通知

POE3サンプルドライバ

POE3 GPTa PMC

サンプルプログラム

端子設定コールバック関数 コールバック関数
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6.2 メモリマップ

RZ/T1 グループのアドレス空間と RZ/T1 評価ボードのメモリマッピングについては、RZ/T1 グループ 初
期設定 アプリケーションノートに記載しています。

6.2.1 サンプルプログラムのセクション配置

サンプルプログラムで使用するセクションおよびサンプルプログラムの初期状態のセクション配置（ロー

ドビュー）、スキャッタローディング機能を使用後のセクション配置（実行ビュー）は、RZ/T1 グループ 初
期設定 アプリケーションノートに記載しています。

6.2.2 MPU の設定

MPU の設定は、RZ/T1 グループ 初期設定 アプリケーションノートに記載しています。

6.2.3 例外処理ベクタテーブル

例外処理ベクタテーブルについては、RZ/T1 グループ 初期設定 アプリケーションノートに記載していま

す。

6.3 使用割り込み一覧

表 6.2 にサンプルドライバで使用する割り込みを示します。

6.4 固定幅整数一覧

表 6.3 にサンプルドライバで使用する固定幅整数を示します。

表6.2 サンプルドライバで使用する割り込み

割り込み（要因 ID） 優先度 処理概要

GPTa ch0インプットキャプチャ／コンペア

マッチA割り込み（178）
15 割り込みカウント変数をインクリメントします。

表6.3 サンプルドライバで使用する固定幅整数

シンボル 内容

int8_t 8ビット整数、符号あり（標準ライブラリにて定義）

int16_t 16ビット整数、符号あり（標準ライブラリにて定義）

int32_t 32ビット整数、符号あり（標準ライブラリにて定義）

int64_t 64ビット整数、符号あり（標準ライブラリにて定義）

uint8_t 8ビット整数、符号なし（標準ライブラリにて定義）

uint16_t 16ビット整数、符号なし（標準ライブラリにて定義）

uint32_t 32ビット整数、符号なし（標準ライブラリにて定義）

uint64_t 64ビット整数、符号なし（標準ライブラリにて定義）
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6.5 定数／エラーコード一覧

表 6.4 にサンプルドライバで使用する定数、表 6.5 にサンプルドライバのエラーコードを示します。

表6.4 サンプルドライバで使用する定数 (１ / ４ )

定数名 設定値 内容

POE3_GPT3A_PA6 0x00U PA6をGTIOC3A端子としてHi-Z制御

POE3_GPT3A_P66 0x04U P66をGTIOC3A端子としてHi-Z制御

POE3_GPT3B_PA7 0x00U PA7をGTIOC3B端子としてHi-Z制御

POE3_GPT3B_P67 0x04U P67をGTIOC3B端子としてHi-Z制御

POE3_MTU0A_PE6 0x00U PE6をMTIOC0A端子としてHi-Z制御

POE3_MTU0A_PP4 0x02U PP4をMTIOC0A端子としてHi-Z制御

POE3_MTU0B_PP3 0x00U PP3をMTIOC0B端子としてHi-Z制御

POE3_MTU0B_PE4 0x01U PE4をMTIOC0B端子としてHi-Z制御

POE3_MTU0C_PE5 0x00U PE5をMTIOC0C端子としてHi-Z制御

POE3_MTU0C_PP2 0x02U PP2をMTIOC0C端子としてHi-Z制御

POE3_MTU0D_PE3 0x00U PE3をMTIOC0D端子としてHi-Z制御

POE3_MTU0D_PP1 0x02U PP1をMTIOC0D端子としてHi-Z制御

POE3_MTU3B_P16 0x01U P16をMTIOC3B / GTIOC0B端子としてHi-Z制御

POE3_MTU3B_PB7 0x02U PB7をMTIOC3B / GTIOC0B端子としてHi-Z制御

POE3_MTU3B_PA2 0x03U PA2をMTIOC3B / GTIOC0B端子としてHi-Z制御

POE3_MTU3D_P15 0x01U P15をMTIOC3D / GTIOC0A端子としてHi-Z制御

POE3_MTU3D_PF6 0x03U PF6をMTIOC3D / GTIOC0A端子としてHi-Z制御

POE3_MTU3D_PA1 0x05U PA1をMTIOC3D / GTIOC0A端子としてHi-Z制御

POE3_MTU4A_PA0 0x01U PA0をMTIOC4A / GTIOC1B端子としてHi-Z制御

POE3_MTU4A_PF5 0x03U PF5をMTIOC4A / GTIOC1B端子としてHi-Z制御

POE3_MTU4A_P14 0x05U P14をMTIOC4A / GTIOC1B端子としてHi-Z制御

POE3_MTU4C_P77 0x01U P77をMTIOC4C / GTIOC1A端子としてHi-Z制御

POE3_MTU4C_P87 0x03U P87をMTIOC4C / GTIOC1A端子としてHi-Z制御

POE3_MTU4C_P13 0x05U P13をMTIOC4C / GTIOC1A端子としてHi-Z制御

POE3_MTU4B_P86 0x00U P86をMTIOC4B / GTIOC2B端子としてHi-Z制御

POE3_MTU4B_P76 0x03U P76をMTIOC4B / GTIOC2B端子としてHi-Z制御

POE3_MTU4B_P12 0x05U P12をMTIOC4B / GTIOC2B端子としてHi-Z制御

POE3_MTU4D_P75 0x01U P75をMTIOC4D / GTIOC2A端子としてHi-Z制御

POE3_MTU4D_PD7 0x03U PD7をMTIOC4D / GTIOC2A端子としてHi-Z制御

POE3_MTU4D_P11 0x05U P11をMTIOC4D / GTIOC2A端子としてHi-Z制御

POE3_INPUT_MODE_0 0U 1回の立下りエッジで要求を受け付ける

POE3_INPUT_MODE_4 1U 4クロックごとに16回のサンプリングで受け付ける

POE3_INPUT_MODE_16 2U 16クロックごとに16回のサンプリングで受け付ける

POE3_INPUT_MODE_128 3U 128クロックごとに16回のサンプリングで受け付ける

POE3_ALV_LOW 0U Lowアクティブ

POE3_ALV_HIGH 1U Highアクティブ

GPTA_COUNT_DOWN 0U ダウンカウント

GPTA_COUNT_UP 1U アップカウント

GPTA_SAW_PWM_MODE 0U のこぎり波PWMモード

GPTA_SAW_ONE_SHOT_MODE 1U のこぎり波ワンショットパルスモード

GPTA_TRIANGLE_PWM_MODE1 4U 三角波PWMモード1
GPTA_TRIANGLE_PWM_MODE2 5U 三角波PWMモード2
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GPTA_TRIANGLE_PWM_MODE3 6U 三角波PWMモード3
GPTA_PCLCK_DIV_1 0U クロックソースにPCLKCを指定

GPTA_PCLCK_DIV_2 1U クロックソースにPCLKC/2を指定

GPTA_PCLCK_DIV_4 2U クロックソースにPCLKC/4を指定

GPTA_PCLCK_DIV_8 3U クロックソースにPCLKC/8を指定

GPTA_IO_CMP_MATCH 0x00U コンペアマッチ動作を指定

GPTA_IO_INPUT_CAPTURE 0x01U インプットキャプチャ動作を指定

GPTA_IO_LOW 0x00U 初期出力を"Low"に設定

GPTA_IO_HIGH 0x01U 初期出力を"High"に設定

GPTA_IO_HOLD_OUTPUT 0x00U 周期の終わりで出力保持に設定

GPTA_IO_HOLD_LOW 0x01U 周期の終わりで"Low"出力に設定

GPTA_IO_HOLD_HIGH 0x02U 周期の終わりで"High"出力に設定

GPTA_IO_HOLD_TOGGLE 0x03U 周期の終わりでトグル出力に設定

GPTA_IO_CMP_OUTPUT 0x00U コンペアマッチで出力保持に設定

GPTA_IO_CMP_LOW 0x01U コンペアマッチで"Low"出力に設定

GPTA_IO_CMP_HIGH 0x02U コンペアマッチで"High"出力に設定

GPTA_IO_CMP_TOGGLE 0x03U コンペアマッチでトグル出力に設定

GPTA_IO_TRG_RISING 0x00U 立ち上がりエッジでインプットキャプチャ動作を指定

GPTA_IO_TRG_FALLING 0x01U 立ち下がりエッジでインプットキャプチャ動作を指定

GPTA_IO_TRG_BOTH 0x02U 両エッジでインプットキャプチャ動作を指定

GPTA_DFLT_LOW 0x00U カウント停止時に"Low"出力を設定

GPTA_DFLT_HIGH 0x01U カウント停止時に"High"出力を設定

GPTA_HLD_REG 0x00U カウント開始／停止時の出力はレジスタ設定値に従う

GPTA_HLD_HOLD 0x01U カウント開始／停止時に出力レベルを保持に設定

GPTA_NEG_CTRL_A_DISABLE 0x0000U GTIOnA端子のネゲート制御禁止

GPTA_NEG_CTRL_A_ENABLE 0x0001U GTIOnA端子のネゲート制御許可

GPTA_NEG_CTRL_B_DISABLE 0x0000U GTIOnB端子のネゲート制御禁止

GPTA_NEG_CTRL_B_ENABLE 0x0001U GTIOnB端子のネゲート制御許可

GPTA_NEG_OUTPUT_A_LOW 0x0000U ネゲート制御時GTIOnA端子に"0"を出力

GPTA_NEG_OUTPUT_A_HIGH 0x0001U ネゲート制御時GTIOnA端子に"1"を出力

GPTA_NEG_OUTPUT_B_LOW 0x0000U ネゲート制御時GTIOnB端子に"0"を出力

GPTA_NEG_OUTPUT_B_HIGH 0x0001U ネゲート制御時GTIOnB端子に"1"を出力

GPTA_NEG_GETTRG 0x0007U ネゲート要因にGETTRG端子入力を設定

GPTA_NEG_SWN 0x0001U ネゲート要因はsoft_controlで設定

GPTA_NEG_POLARITY_LOW 0x0000U ネゲート要因の極性を"0"に設定

GPTA_NEG_POLARITY_HIGH 0x0001U ネゲート要因の極性を"1"に設定

GPTA_NEG_SWN_LOW 0x0000U ソフト制御でネゲート要因に"0"を設定

GPTA_NEG_SWN_HIGH 0x0001U ソフト制御でネゲート要因に"1"を設定

GPTA_NEG_FLG_A_DISABLE 0x0000U GTIOnA端子の出力を禁止

GPTA_NEG_FLG_A_ENABLE 0x0001U GTIOnA端子の出力を許可

GPTA_NEG_FLG_B_DISABLE 0x0000U GTIOnB端子の出力を禁止

GPTA_NEG_FLG_B_ENABLE 0x0001U GTIOnB端子の出力を許可

GPTA_BUF_NONE 0x0000U バッファ動作無しを設定

GPTA_BUF_SINGLE 0x0001U シングルバッファ動作を設定

GPTA_BUF_DOUBLE 0x0002U ダブルバッファ動作を設定

表6.4 サンプルドライバで使用する定数 (２ / ４ )

定数名 設定値 内容
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GPTA_AD_BUF_TRANS_NONE 0x0000U バッファ動作無し

GPTA_AD_BUF_TRANS_TOP 0x0001U 山でバッファ転送実行

GPTA_AD_BUF_TRANS_BOTTOM 0x0002U 谷でバッファ転送実行

GPTA_AD_BUF_TRANS_BOTH 0x0003U 山と谷でバッファ転送実行

GPTA_AD_BUF_SINGLE 0x0000U シングルバッファ動作を設定

GPTA_AD_BUF_DOUBLE 0x0001U ダブルバッファ動作を設定

GPTA_TIMER_START_0 0x0001U チャネル0（GPT0）のカウンタ動作開始を設定

GPTA_TIMER_START_1 0x0002U チャネル1（GPT1）のカウンタ動作開始を設定

GPTA_TIMER_START_2 0x0004U チャネル2（GPT2）のカウンタ動作開始を設定

GPTA_TIMER_START_3 0x0008U チャネル3（GPT3）のカウンタ動作開始を設定

GPTA_TIMER_STOP_0 0x0001U チャネル0（GPT0）のカウンタ動作停止を設定

GPTA_TIMER_STOP_1 0x0002U チャネル1（GPT1）のカウンタ動作停止を設定

GPTA_TIMER_STOP_2 0x0004U チャネル2（GPT2）のカウンタ動作停止を設定

GPTA_TIMER_STOP_3 0x0008U チャネル3（GPT3）のカウンタ動作停止を設定

GPTA_DTIME_MANUAL_SET 0x0000U デッドタイムを手動で設定

GPTA_DTIME_AUTO_SET 0x0001U デッドタイムをGTDVU、GTDVDレジスタで設定

GPTA_GTDVU_BUF_DISABLE 0x0000U GTDVUレジスタのバッファ動作を禁止

GPTA_GTDVU_BUF_ENABLE 0x0001U GTDVUレジスタのバッファ動作を許可

GPTA_GTDVD_BUF_DISABLE 0x0000U GTDVDレジスタのバッファ動作を禁止

GPTA_GTDVD_BUF_ENABLE 0x0001U GTDVDレジスタのバッファ動作を許可

GPTA_GTDVD_MANUAL_SET 0x0000U GTDVDレジスタを手動で設定

GPTA_GTDVD_AUTO_SET 0x0001U GTDVUレジスタ値をGTDVDレジスタに設定

GPTA_TRG_TYPE_NONE 0x0000U ハードウェア要因でのカウンタ操作は無し

GPTA_TRG_TYPE_RISING 0x0001U ハードウェア要因での立ち上がりでカウンタを操作

GPTA_TRG_TYPE_FALLING 0x0002U ハードウェア要因での立ち下がりでカウンタを操作

GPTA_TRG_TYPE_BOTH 0x0003U ハードウェア要因での両エッジでカウンタを操作

GPTA_FACTOR_NONE 0x0000U ハードウェア要因無しを設定

GPTA_FACTOR_GTIOC3A 0x0008U ハードウェア要因にGTIOC3A端子入力を設定

GPTA_FACTOR_GTIOC3B 0x0009U ハードウェア要因にGTIOC3B端子入力を設定

GPTA_FACTOR_CMP_A 0x000AU ハードウェア要因にGTIOC3A内部出力設定

（アウトプットコンペア）

GPTA_FACTOR_CMP_B 0x000BU ハードウェア要因にGTIOC3B内部出力設定

（アウトプットコンペア）

GPTA_FACTOR_GETTRG 0x000CU ハードウェア要因にGETTRG端子入力を設定

GPTA_CLEAR_NONE 0x0000U カウンタクリア要因の設定無し

GPTA_CLEAR_GTCCRA 0x0001U GTCCRAレジスタのインプットキャプチャでクリア

GPTA_CLEAR_GTCCRB 0x0002U GTCCRBレジスタのインプットキャプチャでクリア

GPTA_CLEAR_SYNC 0x0003U 同期クリア／同期動作している他のクリア要因でクリア

GPTA_CLEAR_GPT0 0x0000U GPT0（チャネル0）のクリア要因でカウンタをクリア

GPTA_CLEAR_GPT1 0x0001U GPT1（チャネル1）のクリア要因でカウンタをクリア

GPTA_CLEAR_GPT2 0x0002U GPT2（チャネル2）のクリア要因でカウンタをクリア

GPTA_CLEAR_GPT3 0x0003U GPT3（チャネル3）のクリア要因でカウンタをクリア

GPTA_NF_DISABLE 0x0000U ノイズフィルタを停止

GPTA_NF_ENABLE 0x0001U ノイズフィルタを許可

GPTA_SAMP_PCLKC_DIV_1 0x0000U ノイズフィルタのサンプリングクロックにPCLKC/1を指定

GPTA_SAMP_PCLKC_DIV_4 0x0001U ノイズフィルタのサンプリングクロックにPCLKC/4を指定

表6.4 サンプルドライバで使用する定数 (３ / ４ )

定数名 設定値 内容
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GPTA_SAMP_PCLKC_DIV_32 0x0002U ノイズフィルタのサンプリングクロックにPCLKC/32を指定

GPTA_SAMP_COUNT_SRC 0x0003U ノイズフィルタのサンプリングクロックにカウントソースを指定

GPTA_NF_EX_DISABLE 0x0000U 外部トリガ入力端子のノイズフィルタを停止

GPTA_NF_EX_ENABLE 0x0001U 外部トリガ入力端子のノイズフィルタを許可

GPTA_SAMP_EX_PCLKC_DIV_1 0x0000U 外部トリガ入力端子のノイズフィルタのサンプリングクロックに

PCLKC/1を指定

GPTA_SAMP_EX_PCLKC_DIV_2 0x0001U 外部トリガ入力端子のノイズフィルタのサンプリングクロックに

PCLKC/2を指定

GPTA_SAMP_EX_PCLKC_DIV_4 0x0002U 外部トリガ入力端子のノイズフィルタのサンプリングクロックに

PCLKC/4を指定

GPTA_SAMP_EX_PCLKC_DIV_32 0x0003U 外部トリガ入力端子のノイズフィルタのサンプリングクロックに

PCLKC/32を指定

GTCCRA_INTR_SKIP_DISABLE 0x0000U 割り込み間引き機能をGTCCRAに適用無し

GTCCRA_INTR_SKIP_ENABLE 0x0001U 割り込み間引き機能をGTCCRAに適用

GTCCRB_INTR_SKIP_DISABLE 0x0000U 割り込み間引き機能をGTCCRBに適用無し

GTCCRB_INTR_SKIP_ENABLE 0x0001U 割り込み間引き機能をGTCCRBに適用

GTCCRC_INTR_SKIP_DISABLE 0x0000U 割り込み間引き機能をGTCCRCに適用無し

GTCCRC_INTR_SKIP_ENABLE 0x0001U 割り込み間引き機能をGTCCRCに適用

GTCCRD_INTR_SKIP_DISABLE 0x0000U 割り込み間引き機能をGTCCRDに適用無し

GTCCRD_INTR_SKIP_ENABLE 0x0001U 割り込み間引き機能をGTCCRDに適用

GTCCRE_INTR_SKIP_DISABLE 0x0000U 割り込み間引き機能をGTCCREに適用無し

GTCCRE_INTR_SKIP_ENABLE 0x0001U 割り込み間引き機能をGTCCREに適用

GTCCRF_INTR_SKIP_DISABLE 0x0000U 割り込み間引き機能をGTCCRFに適用無し

GTCCRF_INTR_SKIP_ENABLE 0x0001U 割り込み間引き機能をGTCCRFに適用

GTADTRA_INTR_SKIP_DISABLE 0x0000U 割り込み間引き機能をGTADTRAに適用無し

GTADTRA_INTR_SKIP_ENABLE 0x0001U 割り込み間引き機能をGTADTRAに適用

GTADTRB_INTR_SKIP_DISABLE 0x0000U 割り込み間引き機能をGTADTRBに適用無し

GTADTRB_INTR_SKIP_ENABLE 0x0001U 割り込み間引き機能をGTADTRBに適用

GPTA_INTR_SKIP_NONE 0x0000U 割り込み間引き無し

GPTA_INTR_SKIP_TOP 0x0001U のこぎり波のときにオーバフロー／アンダフロー両方を、三角波の

ときに（山）をカウントして間引く

GPTA_INTR_SKIP_BOTTOM 0x0002U のこぎり波のときにオーバフロー／アンダフロー両方を、三角波の

ときに（谷）をカウントして間引く

GPTA_INTR_SKIP_BOTH 0x0003U のこぎり波のときにオーバフロー／アンダフロー両方を、三角波の

ときに（谷／山）両方をカウントして間引く

GPTA_INTR_SKIP_0 0x0000U 割り込み間引き無し

GPTA_INTR_SKIP_1 0x0001U 割り込み間引き回数：1回
GPTA_INTR_SKIP_2 0x0002U 割り込み間引き回数：2回
GPTA_INTR_SKIP_3 0x0003U 割り込み間引き回数：3回
GPTA_INTR_SKIP_4 0x0004U 割り込み間引き回数：4回
GPTA_INTR_SKIP_5 0x0005U 割り込み間引き回数：5回
GPTA_INTR_SKIP_6 0x0006U 割り込み間引き回数：6回
GPTA_INTR_SKIP_7 0x0007U 割り込み間引き回数：7回

表6.4 サンプルドライバで使用する定数 (４ / ４ )

定数名 設定値 内容
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表6.5 サンプルドライバのエラーコード

定数名 設定値 内容

POE3_SUCCESS 0 処理成功

POE3_ERR_INVALID_ARG -1 引数異常

POE3_ERR_STATUS -2 状態異常

POE3_ERR_INVALID_CMD -3 コントロール種別異常

POE3_ERR_ALREADY_REFLECTED -4 既に反映済み

GPTA_SUCCESS 0 処理成功

GPTA_ERR_INVALID_ARG -1 引数異常

GPTA_ERR_STATUS -2 状態異常

GPTA_ERR_INVALID_CMD -3 コントロール種別異常

GPTA_ERR_TIMER_STARTED -4 タイマ動作中
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6.6 構造体／共用体／列挙型一覧

以下にサンプルドライバで使用する構造体／共用体／列挙型を示します。

/* 有効 /無効を指定する識別子 */
typedef enum {
        POE3_DISABLE,
        POE3_ENABLE
} poe3_flag_t;

/* POE3入出力ポートの識別子 */
typedef enum
{
        POE3_IN_POE0,
        POE3_IN_POE4,
        POE3_IN_POE8,
        POE3_IN_POE10,
        POE3_OUT_GPT0A,
        POE3_OUT_GPT0B,
        POE3_OUT_GPT1A,
        POE3_OUT_GPT1B,
        POE3_OUT_GPT2A,
        POE3_OUT_GPT2B,
        POE3_OUT_GPT3A,
        POE3_OUT_GPT3B,
        POE3_OUT_MTU0A,
        POE3_OUT_MTU0B,
        POE3_OUT_MTU0C,
        POE3_OUT_MTU0D,
        POE3_OUT_MTU3B,
        POE3_OUT_MTU3D,
        POE3_OUT_MTU4A,
        POE3_OUT_MTU4B,
        POE3_OUT_MTU4C,
        POE3_OUT_MTU4D,
        POE3_OUT_MTU6B,
        POE3_OUT_MTU6D,
        POE3_OUT_MTU7A,
        POE3_OUT_MTU7B,
        POE3_OUT_MTU7C,
        POE3_OUT_MTU7D,
} poe3_ioport_t;

/* --- POE3_SELECT_PORT --- */
typedef struct ex_poe3_select_port_t
{
        poe3_ioport_t      outport;
        uint16_t               port_select;
} poe3_select_port_t;

図 6.2 サンプルドライバで使用する構造体／共用体／列挙型（1/7）
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/* --- POE3_SET_INPUT_MODE --- */
typedef struct ex_poe3_set_input_t
{
        poe3_ioport_t inport;
        uint8_t mode;
        poe3_flag_t intr_flag;
} poe3_set_input_t;

/* --- POE3_SET_OCS_MODE --- */
typedef struct ex_poe3_set_ocs_mode_t
{
        poe3_flag_t hiz_flag;
} poe3_set_ocs_mode_t;

/* --- POE3_SET_ALV --- */
typedef struct ex_poe3_set_alv_t
{
        poe3_ioport_t outport;
        uint8_t active_level;
} poe3_set_alv_t;

/* --- POE3_DETECT_SHORT --- */
typedef struct ex_poe3_detect_short_t
{
        poe3_port_grp_t group; 
        poe3_flag_t hiz_flag;
        poe3_flag_t intr_flag;
} poe3_detect_short_t;

typedef enum
{
        POE3_MTU34_GPT012,
        POE3_MTU67,
        POE3_MTU0,
        POE3_GPT3,
} poe3_port_grp_t;

/* --- POE3_CTRL_HIZ --- */
typedef struct ex_poe3_ctrl_hiz_t
{
        poe3_hiz_grp_t group;
        poe3_flag_t hiz_flag;
} poe3_ctrl_hiz_t;

図 6.3 サンプルドライバで使用する構造体／共用体／列挙型（2/7）
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typedef enum
{
        POE3_HIZ_MTU0A,
        POE3_HIZ_MTU0B,
        POE3_HIZ_MTU0C,
        POE3_HIZ_MTU0D,
        POE3_HIZ_MTU3BD_GPT0AB,
        POE3_HIZ_MTU4AC_GPT1AB,
        POE3_HIZ_MTU4BD_GPT2AB,
        POE3_HIZ_MTU6BD,
        POE3_HIZ_MTU7AC,
        POE3_HIZ_MTU7BD,
        POE3_HIZ_GPT3AB
} poe3_hiz_grp_t;

/* --- POE3_CTRL_HIZ_EX --- */
typedef struct ex_poe3_ctrl_hiz_ex_t
{
        poe3_hiz_grp_t group;
        poe3_ioport_t port;
        poe3_flag_t hiz_flag;
} poe3_ctrl_hiz_ex_t;

/* --- POE3_SOFT_HIZ --- */
typedef struct ex_poe3_soft_hiz_t
{
        poe3_port_grp_t group;
        poe3_flag_t hiz_flag;
} poe3_soft_hiz_t;

/* --- POE3_SET_CB --- */
typedef struct ex_poe3_set_cb_t
{
        poe3_intr_t intr_type;
        poe3_cb_t callback;
        uint8_t intr_pri;
} poe3_set_cb_t;

typedef enum
{
        POE3_INTR_POE0,
        POE3_INTR_POE4,
        POE3_INTR_POE8,
        POE3_INTR_POE10
} poe3_intr_t;

typedef void (*poe3_cb_t)(const uint16_t port_flag, const uint16_t short_flag);

/* --- GPTA_SET_COUNT_DIR --- */
typedef struct ex_gpta_set_count_dir_t
{
        uint8_t ud;
        gpta_flag_t udf_flag;
} gpta_set_count_dir_t;

図 6.4 サンプルドライバで使用する構造体／共用体／列挙型（3/7）
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/* --- GPTA_SET_TIMER_MODE --- */
typedef struct ex_gpta_set_timer_mode_t
{
        uint8_t mode;
} gpta_set_timer_mode_t;

/* --- GPTA_SET_CLK_SRC --- */
typedef struct ex_gpta_set_clk_src_t
{
        uint8_t clock;
} gpta_set_clk_src_t;

/* --- GPTA_CTRL_IO --- */
typedef struct ex_gpta_ctrl_io_t
{
        gpta_port_t port;
        uint8_t io_mode;
        uint8_t io_default;
        uint8_t io_hold;
        uint8_t io_output;
        uint8_t dflt;
        uint8_t hld;
} gpta_ctrl_io;

typedef enum
{
        GPTA_PORT_A,
        GPTA_PORT_B
} gpta_port_t;

/* --- GPTA_CTRL_IO_NEG --- */
typedef struct ex_gpta_ctrl_io_neg_t
{
        uint16_t control_a;
        uint16_t control_b;
        uint16_t output_a;
        uint16_t output_b;
        uint16_t factor;
        uint16_t polarity_select;
        uint16_t soft_control;
        uint16_t flag_a;
        uint16_t flag_b;
} gpta_ctrl_io_neg_t;

/* --- GPTA_READ_REG --- */
typedef struct ex_gpta_read_reg_t
{
        gpta_reg_t register;
        uint16_t *pdata;
} gpta_read_reg_t;

図 6.5 サンプルドライバで使用する構造体／共用体／列挙型（4/7）
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typedef enum
{
        GPTA_REG_GTCNT
        GPTA_REG_GTCCRA
        GPTA_REG_GTCCRB
        GPTA_REG_GTCCRC
        GPTA_REG_GTCCRD
        GPTA_REG_GTCCRE
        GPTA_REG_GTCCRF
        GPTA_REG_GTPR
        GPTA_REG_GTPBR
        GPTA_REG_GTPDBR
        GPTA_REG_GTADTRA
        GPTA_REG_GTADTRB
        GPTA_REG_GTADTBRA
        GPTA_REG_GTADTBRB
        GPTA_REG_GTADTDBRA
        GPTA_REG_GTADTDBRB
        GPTA_REG_GTDVU
        GPTA_REG_GTDVD
        GPTA_REG_GTDBU
        GPTA_REG_GTDBD
} gpta_reg_t;

/* --- GPTA_WRITE_REG --- */
typedef struct ex_gpta_write_reg_t
{
        gpta_reg_t register;
        uint16_t data;
} gpta_write_reg_t;

/* --- GPTA_SET_BUF_MODE --- */
typedef struct ex_gpta_set_buf_mode_t
{
        gpta_buf_t buf_id;
        uint16_t mode;
} gpta_set_buf_mode_t;

typedef enum
{
        GPTA_BUF_GTCCRA,
        GPTA_BUF_GTCCRB,
        GPTA_BUF_GTPR,
        GPTA_AD_BUF_GTADTRA,
        GPTA_AD_BUF_GTADTRB
} gpta_buf_t;

/* --- GPTA_SET_AD_BUF_MODE --- */
typedef struct ex_gpta_set_ad_buf_mode_t
{
        gpta_buf_t buf_id;
        uint16_t timing
        uint16_t mode;
} gpta_set_ad_buf_mode_t;

図 6.6 サンプルドライバで使用する構造体／共用体／列挙型（5/7）
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/* --- GPTA_SET_CB --- */
typedef struct ex_gpta_set_cb_t
{
        gpta_intr_t intr_type;
        gpta_cb callback;
        uint8_t pri;
} gpta_set_cb_t;

typedef enum
{
        GPTA_INTR_GTCIA,
        GPTA_INTR_GTCIB,
        GPTA_INTR_GTCIC,
        GPTA_INTR_GTCID,
        GPTA_INTR_GTCIE,
        GPTA_INTR_GTCIF,
        GPTA_INTR_GDTE,
        GPTA_INTR_GTCIV,
        GPTA_INTR_GTCIU,
        GPTA_INTR_ETGIN,
        GPTA_INTR_ETGIP,
} gpta_intr_t;
;
typedef void (*gpta_cb_t)(void);

/* --- GPTA_TIMER_START_SW --- */
typedef struct ex_gpta_timer_start_t
{
        uint8_t start_ch;
        uint8_t stop_ch;
} gpta_timer_start_t;

/* --- GPTA_CTRL_DTIME --- */
typedef struct ex_gpta_ctrl_dtime_t
{
        uint16_t set_mode;
        uint16_t gtdvu_buf_mode;
        uint16_t gtdvd_buf_mode;
        uint16_t gtdvd_set_mode;
} gpta_ctrl_dtime_t;

/* --- GPTA_SET_HW_FACTOR --- */
typedef struct ex_gpta_set_hw_factor_t
{
        gpta_count_type_t count_type;
        uint16_t trigger_type;
        uint16_t factor;
} gpta_set_hw_factor_t;

typedef enum
{
        GPTA_COUNT_START,
        GPTA_COUNT_STOP,
        GPTA_COUNT_CLEAR,
        GPTA_COUNT_CLEAR_SW
} gpta_count_type_t;

図 6.7 サンプルドライバで使用する構造体／共用体／列挙型（6/7）
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/* --- GPTA_SET_CLEAR_FACTOR --- */
typedef struct ex_gpta_set_clear_factor_t
{
        uint16_t clear_factor;
} gpta_set_clear_factor_t;

/* --- GPTA_SET_SYNC --- */
typedef struct ex_gpta_set_sync_t
{
        uint16_t clear_factor;
} gpta_set_sync_t;

/* --- GPTA_SET_NF --- */
typedef struct ex_gpta_set_nf_t
{
        uint16_t filter_a_flag;
        uint16_t filter_b_flag;
        uint16_t sampling_clock;
} gpta_set_nf_t;

/* --- GPTA_SET_NF_EX --- */
typedef struct ex_gpta_set_nf_ex_t
{
        uint16_t filter_flag;
        uint16_t sampling_clock;
} gpta_set_nf_ex_t;

/* --- GPTA_SET_INTR_SKIP --- */
typedef struct ex_gpta_set_intr_skip_t
{
        uint16_t gtccra_mode;
        uint16_t gtccrb_mode;
        uint16_t gtccrc_mode;
        uint16_t gtccrd_mode;
        uint16_t gtccre_mode;
        uint16_t gtccrf_mode;
        uint16_t gtadtra_mode;
        uint16_t gtadtrb_mode;
        uint16_t func_sel;
        uint16_t skip_num;
} gpta_set_intr_skip_t;

図 6.8 サンプルドライバで使用する構造体／共用体／列挙型（7/7）
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6.7 大域変数一覧

表 6.6 に大域変数一覧を示します。

表6.6 大域変数一覧 (１ / ３ )

型 変数名 内容 使用関数

static uint32_t gb_poe3_sts POE3ドライバ状態 R_POE3_Open
R_POE3_Close
R_POE3_Control

static poe3_intr_entry_t poe3_intr_entry POE3コールバック関数エントリ poe3_intr_poe0_proc
poe3_intr_poe4_proc
poe3_intr_poe8_proc 
poe3_intr_poe10_proc
poe3_poe0_isr
poe3_poe4_isr
poe3_poe8_isr
poe3_poe10_isr

const static poe3_cmdtbl_t poe3_cmd_tbl[] POE3コマンドテーブル poe3_get_cmd_func

const static 
poe3_port_select_t

poe3_port_select_tbl[] POE3コマンド妥当性チェックテーブル proc_select_port

const static 
poe3_ctrl_hiz_ex_local_t

poe3_ctrl_hiz_ex_local_tbl[] POE3コマンド妥当性チェックテーブル check_hiz_ex_combination

static struct st_poe reg_array POE3レジスタ一時保存配列 poe3_open
proc_select_port
proc_set_input_mode
proc_set_osc_mode
proc_set_alv
proc_detect_short
proc_ctrl_hiz
proc_ctrl_hiz_ex
proc_reflect_reg

static int32_t refrect_flag POE3レジスタ反映状態保存フラグ check_cmd_executable
proc_reflect_reg
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static gpta_intr_entry_t intr_entry_tbl[] GPTaコールバック関数エントリ void gpta_intr_proc
int32_t get_intr_no
gpta_gtcia0_isr
gpta_gtcib0_isr
gpta_gtcic0_isr
gpta_gtcid0_isr
gpta_gtcie0_isr
gpta_gtcif0_isr
gpta_gdte0_isr
gpta_gtciv0_isr
gpta_gtciu0_isr
gpta_gtcia1_isr
gpta_gtcib1_isr
gpta_gtcic1_isr
gpta_gtcid1_isr
gpta_gtcie1_isr
gpta_gtcif1_isr
gpta_gdte1_isr
gpta_gtciv1_isr
gpta_gtciu1_isr
gpta_gtcia2_isr
gpta_gtcib2_isr
gpta_gtcic2_isr
gpta_gtcid2_isr
gpta_gtcie2_isr
gpta_gtcif2_isr
gpta_gdte2_isr
gpta_gtciv2_isr
gpta_gtciu2_isr
gpta_gtcia3_isr
gpta_gtcib3_isr
gpta_gtcic3_isr
gpta_gtcid3_isr
gpta_gtcie3_isr
gpta_gtcif3_isr
gpta_gdte3_isr
gpta_gtciv3_isr
gpta_gtciu3_isr
gpta_etgip_isr
gpta_etgin_isr 

static volatile struct st_gpt0 * 
const

pgptn[] GPTaレジスタアドレステーブル gpta_intr_gtcia_proc
gpta_intr_gtcib_proc
gpta_intr_gtcic_proc
gpta_intr_gtcid_proc
gpta_intr_gtcie_proc
gpta_intr_gtcif_proc
gpta_intr_gdte_proc
gpta_intr_gtciv_proc
gpta_intr_gtciu_proc

const static gpta_cmdtbl_t gpta_cmd_tbl[] GPTaコマンドテーブル gpta_get_cmd_func

const static 
gpta_register_access_t

gpta_register_access_tbl[] GPTaレジスタアクセステーブル proc_read_reg
proc_write_reg

static gpta_drv_info_t drv_info[] GPTaドライバ状態 gpta_open
gpta_close
gpta_get_ch_info
proc_set_timer_mode
proc_set_clk_src
proc_write_reg
proc_set_buf_mode
proc_set_ad_buf_mode
proc_timer_start_sw

表6.6 大域変数一覧 (２ / ３ )

型 変数名 内容 使用関数
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static volatile struct st_gpt0 * 
const

pgptn[] GPTaレジスタアドレステーブル proc_set_count_dir
proc_set_timer_mode
proc_set_clk_src
proc_ctrl_io
proc_ctrl_io_neg
proc_set_buf_mode
proc_set_ad_buf_mode
proc_ctrl_dtime
proc_set_clear_factor
proc_set_intr_skip

int32_t interrupt_count コンペアマッチ割り込みの回数をカウン

トする変数

main()
cb_gpta()

表6.6 大域変数一覧 (３ / ３ )

型 変数名 内容 使用関数
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6.8 関数一覧

表 6.7 に関数一覧を示します。

表6.7 関数一覧

関数名 ページ番号

R_POE3_Open 28

R_POE3_Close 28

R_POE3_Control 28

R_POE3_GetVersion 29

R_GPTA_Open 29

R_GPTA_Close 29

R_GPTA_Control 30

R_GPTA_GetVersion 30

main 30

cmp_match_cb 31
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6.9 関数仕様

6.9.1 R_POE3_Open

6.9.2 R_POE3_Close

6.9.3 R_POE3_Control

注1. cmdに応じた処理毎の戻り値は6.11 を参照してください。

R_POE3_Open

概　要 POE3 ドライバオープン処理

ヘッダ r_poe3_rzt1_if.h

宣　言 int32_t R_POE3_Open(void)

説　明 POE3 ドライバのオープンをします。

引　数 — ：—

リターン値 POE3_SUCCESS：オープン成功

POE3_ERROR_STATUS：既にオープン済み

R_POE3_Close

概　要 POE3 ドライバクローズ処理

ヘッダ r_poe3_rzt1_if.h

宣　言 int32_t R_POE3_Close(void)

説　明 POE3 ドライバのクローズをします。

引　数 — ：—

リターン値 POE3_SUCCESS：クローズ成功

POE3_ERROR_STATUS：既にクローズ済み

R_POE3_Control

概　要 POE3 ドライバコントロール処理

ヘッダ r_poe3_rzt1_if.h

宣　言 int32_t R_POE3_Control(const poe3_cmd_t cmd, void * pBuf)

説　明 cmd に応じた処理を行います。

cmd、pbuf の詳細は 6.11 を参照してください。

本 API は R_POE3_Open 関数呼び出し後に使用できます。

引　数 const poe3_cmd_t cmd ：コントロール種別

void * pBuf ：コントロールに応じたパラメータ

リターン値注 1 POE3_SUCCESS
POE3_ERR_STATUS
POE3_ERR_INVALID_ARG
POE3_ERR_INVALID_CMD

：コントロール処理成功

：R_POE3_Open 関数が呼ばれていない

：引数異常

：コントロール種別異常
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6.9.4 R_POE3_GetVersion

6.9.5 R_GPTA_Open

6.9.6 R_GPTA_Close

R_POE3_GetVersion

概　要 POE3 ドライババージョン取得処理

ヘッダ r_poe3_rzt1_if.h

宣　言 uint32_t R_POE3_GetVersion(void)

説　明 POE3 ドライバのバージョンを返します。

引　数 — ：—

リターン値 バージョン：POE3 ドライバのバージョン

　　　　　　上位 16 ビット：メジャーバージョン

　　　　　　下位 16 ビット：マイナーバージョン

R_GPTA_Open

概　要 GPTa ドライバオープン処理

ヘッダ r_gpta_rzt1_if.h

宣　言 int32_t R_GPTA_Open(const int32_t ch)

説　明 GPTa ドライバのオープンをします。

モジュールストップ状態を解除します。

引　数 int32_t ch ：オープンするチャネル番号を設定します。（0 ～ 3）

リターン値 GPTA_SUCCESS
GPTA_ERR_STATUS

：オープン成功

：既にオープン済み

R_GPTA_Close

概　要 GPTa ドライバクローズ処理

ヘッダ r_gpta_rzt1_if.h

宣　言 int32_t R_GPTA_Close(const int32_t ch)

説　明 GPTa ドライバのクローズをします。

モジュールストップ状態にします。

引　数 int32_t ch ：クローズするチャネル番号を設定します。（0 ～ 3）

リターン値 GPTA_SUCCESS
GPTA_ERR_STATUS

：クローズ成功

：既にクローズ済み
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6.9.7 R_GPTA_Control

注1. cmdに応じた処理毎の戻り値は6.11 を参照してください。

6.9.8 R_GPTA_GetVersion

6.9.9 main

R_GPTA_Control

概　要 GPTa ドライバコントロール処理

ヘッダ r_gpta_rzt1_if.h

宣　言 int32_t R_GPTA_Control(const int32_t ch, const gpta_cmd_t cmd, void *pBuf)

説　明 ch で指定したチャネルに対し cmd に応じた処理を行います。

cmd、pbuf の詳細は 6.12 を参照してください。

本 API は R_GPTA_Open 関数呼び出し後に使用できます。

引　数 const int32_t ch ：制御するチャネル番号を設定します。（0-3） 
const gpta_cmd_t cmd ：コントロール種別

void *pBuf ：コントロールに応じたパラメータ

リターン値注 1 GPTA_SUCCESS
GPTA_ERR_STATUS
GPTA_ERR_INVALID_ARG
GPTA_ERR_INVALID_CMD

：コントロール処理成功

：R_GPTA_Open 関数が呼ばれていない

：引数異常

：コントロール種別異常

R_GPTA_GetVersion

概　要 GPTa ドライババージョン取得処理

ヘッダ r_gpta_rzt1_if.h

宣　言 uint32_t R_GPTA_GetVersion(void)

説　明 GPTa ドライバのバージョンを返します。

引　数 — ：—

リターン値 バージョン：GPTa ドライバのバージョン

　　　　　　上位 16 ビット：メジャーバージョン

　　　　　　下位 16 ビット：マイナーバージョン

main

概　要 サンプルプログラムのメイン処理

ヘッダ —

宣　言 int32_t main(void)

説　明 GTIOC0A,GTIOC0B 端子を Hi-Z 制御対象にします（POE3）
GPT0 に PWM モード 1 の設定を行います。（GPTa）
割り込みが 10000 回入ったあと GTIOC0A,GTIOC0B 端子を Hi-Z にします。

引　数 なし

リターン値 常に 0 を返します。
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6.9.10 cmp_match_cb
cmp_match_cb

概　要 GPT0 のコンペアマッチ割り込みのコールバック関数

ヘッダ —

宣　言 void cmp_match_cb(void)

説　明 割り込み回数をカウントアップします。

引　数 なし

リターン値 なし



R01AN2597JJ0140 Rev.1.40 Page 32 of 83
2018.06.07

RZ/T1グループ POE3 & GPTaサンプルドライバ

6.10 フローチャート

6.10.1 メイン処理

以下にメイン処理のフローチャートを示します。

図 6.9 メイン処理（1/3）

スタート

LED10点灯

R_POE3_Open()

1

端子機能設定

P16をGTIOC0A、P15をGTIOC0B

R_POE3_Control()
POE3_OUT_MTU3D (P16) GTIOC0A端子をHi-Z制御対象端子に設定

R_POE3_Control()
POE3_OUT_MTU3B (P15)

GTIOC0B端子をHi-Z制御対象端子に設定

割り込み回数初期化

R_POE3_Control() POE3の設定をレジスタに反映

R_POE3_Control()
POE3_OUT_MTU4A (P14) GTIOC1A端子をHi-Z制御対象端子に設定

R_POE3_Control()
POE3_OUT_MTU4C (P13) GTIOC1B端子をHi-Z制御対象端子に設定

R_POE3_Control()
POE3_OUT_MTU4B (P12) GTIOC2A端子をHi-Z制御対象端子に設定

R_POE3_Control()
POE3_OUT_MTU4D (P11)

GTIOC2B端子をHi-Z制御対象端子に設定
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図 6.10 メイン処理（2/3）

1

R_GPTA_Control()
GPTA_REG_GTCCRA

R_GPTA_Control()
GPTA_REG_GTCCRB

GPT0コンペアマッチ値A設定：0xA000
GPT1コンペアマッチ値A設定：0x8000
GPT2コンペアマッチ値A設定：0x6000

GPT0コンペアマッチ値B設定：0x9000
GPT1コンペアマッチ値B設定：0x7000
GPT2コンペアマッチ値B設定：0x5000

R_GPTA_Control()
GPTA_INTR_GTCIA

コンペアマッチA割り込みの

コールバック関数登録

R_GPTA_Control()
GPTA_START_0/1/2

タイマスタート：GPT0/GPT1/GPT2

R_GPTA_Control()
GPTA_CTRL_IO_NEG

GTIOC0A端子：出力許可

GTIOC0B端子：出力許可

ネゲート制御：禁止

R_GPTA_Control()
GPTA_PORT_A(GTIOCnA)(n:0-2)

R_GPTA_Control()
GPTA_PORT_B(GTIOCnB(n:0-2))

動作：コンペアマッチ動作

初期値：Low
周期終わりの出力：保持

コンペアマッチ時動作：出力反転

動作：コンペアマッチ動作

初期値：High
周期終わりの出力：保持

コンペアマッチ時動作：出力反転

R_GPTA_Control()
GPTA_SET_TIMER_MODE

GPTA_TRIANGLE_PWM1_MODE

R_GPTA_Control()
GPTA_WRITE_REG
GPTA_REG_GTPR

三角波PWMモード1設定

タイマ周期設定：0xFFFF

タイマカウント値初期化：0

R_GPTA_Control()
GPTA_SET_CLK_SRC

GPTA_PCLKC
カウントクロック設定：PCLKC150[MHz]

R_GPTA_Open()
GPTn(n:0-2)

GPTn(0-2) initialize

GPTn(0-2) initialize

2

R_GPTA_Control()
GPTA_WRITE_REG
GPTA_REG_GTCNT
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6.10.2 コールバック処理

以下にコールバック処理のフローチャートを示します。

図 6.11 メイン処理（3/3）

図 6.12 コールバック処理

2

エンド

LED8点灯

割り込み回数は？
10000回未満

10000回以上

R_POE3_Control()
POE3_GRP_MTU34_GPT012 GTIOCnA/B(n:0-2)端子にHi-Zを出力
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6.11 R_POE3_Control コマンド一覧

R_POE3_Control 関数で使用するコマンド一覧を以下に示します。

表6.8 R_POE3_Controlコマンド一覧

コマンド 概要

POE3_SELECT_PORT 出力端子のポートを選択します。

POE3_SET_INPUT_MODE HI-Zを出力する入力ポートの要求受付条件を設定します。

POE3_SET_OSC_MODE 発振異常検出時にHi-Zを出力するか設定します。

POE3_SET_ALV 出力端子のアクティブレベルを設定します。

POE3_DETECT_SHORT 短絡検出を行う端子を設定します。

POE3_CTRL_HIZ 各出力端子へのハイインピーダンス出力条件を設定します。

POE3_CTRL_HIZ_EX 各出力端子へのハイインピーダンス出力条件を拡張します。

POE3_REFLECT_REG 端子のHi-Z出力をソフトで制御します。

POE3_SOFT_HIZ コールバック関数の設定をします。

POE3_SET_CB 各コマンドで指定した設定をPOE3のレジスタに反映します。
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6.11.1 POE3_SELECT_PORT
POE3_SELECT_PORT

概　要 出力端子のポートを選択します。

ヘッダ r_poe3_if.h

説　明 POE3 で Hi-Z に設定する出力端子のポート選択を行います。

別途マルチファンクションピンコントローラ（MPC）のレジスタで設定する必要があ

ります。

POE3 のレジスタで選択した端子と MPC のレジスタで選択した端子に乖離がないよ

う注意してください。

本コマンドの設定値はコマンド発行時にレジスタに反映されます。

パラメータは poe3_select_port_t * 型変数の形で受け渡します。

パラメータ poe3_ioport outport 設定する出力端子を指定します。

uint16_t port_select Hi-Z 制御を行うポートを指定します。

リターン値 POE3_ERR_INVALID_ARG ：引数が不正

POE3_ERR_ALREADY_REFLECTED ：既にコマンドを発行済み

補足 パラメータの port_select には port で指定した出力端子毎に設定できる値が決まってい

ます。

　出力端子名　　    　：実際の端子名

　POE3_OUT_GPT3A：POE3_GPT3A_PA6 or POE3_GPT3A_P66
　POE3_OUT_GPT3B：POE3_GPT3B_PA7 or POE3_GPT3B_P67
　POE3_OUT_MTU0A：POE3_MTU0A_PE6 or POE3_MTU0A_PP4
　POE3_OUT_MTU0B：POE3_MTU0B_PP3 or POE3_MTU0B_PE4
　POE3_OUT_MTU0C：POE3_MTU0C_PE5 or POE3_MTU0C_PP2
　POE3_OUT_MTU0D：POE3_MTU0D_PE3 or POE3_MTU0D_PP1
　POE3_OUT_MTU3B：POE3_MTU3B_P16 or POE3_MTU3B_PB7 or
　　　　　　　　　　　 POE3_MTU3B_PA2
　POE3_OUT_MTU3D：POE3_MTU3D_P15 or POE3_MTU3D_PF6 or
　　　　　　　　　　　 POE3_MTU3D_PA1
　POE3_OUT_MTU4A：POE3_MTU4A_PA0 or POE3_MTU4A_PF5 or
　　　　　　　　　　　 POE3_MTU4A_P14
　POE3_OUT_MTU4C：POE3_MTU4C_P77 or POE3_MTU4C_P87 or
　　　　　　　　　　　 POE3_MTU4C_P13
　POE3_OUT_MTU4B：POE3_MTU4B_P86 or POE3_MTU4B_P76 or
　　　　　　　　　　　 POE3_MTU4B_P12
　POE3_OUT_MTU4D：POE3_MTU4D_P75 or POE3_MTU4D_PD7 or
　　　　　　　　　　　 POE3_MTU4D_P11

例 GPT3-A（GTIOC3A）を PA6 に設定

　　outport ← POE3_OUT_GPT3A、port_select ← POE3_GPT3A_PA6
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本コマンドをコールしないときのデフォルト値は以下の設定になります。

　POE3_OUT_GPT3A：POE3_GPT3A_PA6
　POE3_OUT_GPT3B：POE3_GPT3B_PA7
　POE3_OUT_MTU0A：POE3_MTU0A_PE6
　POE3_OUT_MTU0B：POE3_MTU0B_PP3
　POE3_OUT_MTU0C：POE3_MTU0C_PE5
　POE3_OUT_MTU0D：POE3_MTU0D_PE3
　POE3_OUT_MTU3B：POE3_MTU3B_PA2
　POE3_OUT_MTU3D：POE3_MTU3D_PA1
　POE3_OUT_MTU4A：POE3_MTU4A_P14
　POE3_OUT_MTU4C：POE3_MTU4C_P13
　POE3_OUT_MTU4B：POE3_MTU4B_P12
　POE3_OUT_MTU4D：POE3_MTU4D_P11



R01AN2597JJ0140 Rev.1.40 Page 38 of 83
2018.06.07

RZ/T1グループ POE3 & GPTaサンプルドライバ

6.11.2 POE3_SET_INPUT_MODE
POE3_SET_INPUT_MODE

概　要 HI-Z を出力する入力ポートの要求受付条件を設定します。

ヘッダ r_poe3_if.h

説　明 port で指定したポートに対して、mode で指定した要求受付条件を設定します。

本コマンドの設定値はコマンド発行時にレジスタに反映されます。パラメータは

poe3_set_input_t * 型変数の形で受け渡します。

パラメータ poe3_ioport_t inport 入力ポートを設定します。

uint8_t mode 入力モードを設定します。

poe3_flag_t intr_flag 割り込み許可フラグを設定します。

リターン値 POE3_ERR_INVALID_ARG ：引数が不正

POE3_ERR_ALREADY_REFLECTED ：既にコマンドを発行済み

補足 パラメータの inport に設定できる値は以下になります。

　POE3_IN_POE0：POE0# ポートの要求受付条件を設定

　POE3_IN_POE4：POE4# ポートの要求受付条件を設定

　POE3_IN_POE8：POE8# ポートの要求受付条件を設定

　POE3_IN_POE10：POE10# ポートの要求受付条件を設定

パラメータの mode に設定できる値は以下になります。

　POE3_INPUT_MODE_0：
　　指定されたポートの入力の立ち下がりエッジで要求を受け付けます。

　POE3_INPUT_MODE_4：
　　指定されたポートの Low 入力を PCLKD ／ 4 クロックごとに 16 回サンプリング

　　し、すべて Low だった場合、要求を受け付けます。

　POE3_INPUT_MODE_16：
　　指定されたポートの Low 入力を PCLKD ／ 16 クロックごとに 16 回サンプリング

　　し、すべて Low だった場合、要求を受け付けます。

　POE3_INPUT_MODE_128：
　　指定されたポートの Low 入力を PCLKD ／ 128 クロックごとに 16 回サンプリン

　　グし、すべて Low だった場合、要求を受け付けます。

パラメータの intr_flag に設定できる値は以下になります。

本パラメータで POE3_ENABLE を設定しても 6.11.10　POE3_SET_CB でコールバッ

クを登録しないと割り込みは発生しません。

　POE3_DISABLE：要求受付時の割り込み要求を禁止します。

　POE3_ENABLE：要求受付時の割り込み要求を許可します。

本コマンドをコールしないときのデフォルト値は以下の設定になります。

　mode：POE3_INPUT_MODE_0
　intr_flag：POE3_DISABLE



R01AN2597JJ0140 Rev.1.40 Page 39 of 83
2018.06.07

RZ/T1グループ POE3 & GPTaサンプルドライバ

6.11.3 POE3_SET_OSC_MODE
POE3_SET_OSC_MODE

概　要 発振異常検出時に Hi-Z を出力するか設定します。

ヘッダ r_poe3_if.h

説　明 発振停止検出時、または PLL の発振異常（CLMA0/1）検出時に MTU 相補 PWM 出力

端子、MTU0 端子および GPT 端子をハイインピーダンスにするかしないかを設定しま

す。

本コマンドの設定値はコマンド発行時にレジスタに反映されます。

パラメータは poe3_set_osc_t * 型変数の形で受け渡します。

パラメータ poe3_flag_t hiz_flag OSC 異常時 Hi-Z を出力するか否かを指定し

ます。

リターン値 POE3_ERR_INVALID_ARG ：引数が不正

POE3_ERR_ALREADY_REFLECTED ：既にコマンドを発行済み

補足 パラメータの hiz_flag に設定できる値は以下になります

　POE3_DISABLE：
　　発振停止検出時、または PLL の発振異常（CLMA0/1）検出時に MTU 相補 PWM 
　　出力端子、MTU0 端子および GPT 端子を Hi-Z にしません。

　POE3_ENABLE：
　　発振停止検出時、または PLL の発振異常（CLMA0/1）検出時に MTU 相補 PWM 
　　出力端子、MTU0 端子および GPT 端子を Hi-Z にします。

本コマンドをコールしないときのデフォルト値は以下の設定になります。

　hiz_flag：POE3_DISABLE
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6.11.4 POE3_SET_ALV
POE3_SET_ALV

概　要 出力端子のアクティブレベルを設定します。

ヘッダ r_poe3_if.h

説　明 outport で指定した端子のアクティブレベルを設定します。（短絡検出で使用）

本コマンドで設定できない端子（MTU6,MTU7）は MTU3a の設定に従います。

本コマンドの設定値はコマンド発行時にレジスタに反映されます。

パラメータは poe3_set_alv_t 型変数の形で受け渡します。

パラメータ poe3_ioport_t outport アクティブレベルを設定する端子を指定しま

す。

uint8_t active_level アクティブレベルを指定します。

リターン値 POE3_ERR_INVALID_ARG ：引数が不正

POE3_ERR_ALREADY_REFLECTED ：既にコマンドを発行済み

補足 パラメータの outport には以下の値が指定できます。

　POE3_OUT_MTU3B ／ POE3_OUT_GPT0A 注 1

　POE3_OUT_MTU3D ／ POE3_OUT_GPT0B 注 1

　POE3_OUT_MTU4A ／ POE3_OUT_GPT1A 注 1

　POE3_OUT_MTU4C ／ POE3_OUT_GPT1B 注 1

　POE3_OUT_MTU4B ／ POE3_OUT_GPT2A 注 1

　POE3_OUT_MTU4D ／ POE3_OUT_GPT2B 注 1

注1. 兼用端子となっているため、実体は同じ端子になります。

パラメータの active_level には以下の値が指定できます。

　POE3_ALV_LOW：アクティブレベルを Low にします。

　POE3_ALV_HIGH：アクティブレベルを High にします。

本コマンドをコールしないときのデフォルト値は以下の設定になります。

　acteive_level：POE3_DISABLE
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6.11.5 POE3_DETECT_SHORT
POE3_DETECT_SHORT

概　要 短絡検出を行う端子を設定します。

ヘッダ r_poe3_if.h

説　明 引数で指定された端子の短絡検出を行います。

短絡を検出すると端子は Hi-Z になります。

本 API は短絡検出をグループ単位で設定する必要があるため、全ての短絡を有効にす

るためには、引数の group に POE3_MTU32_GPTA012 と、POE3_MTU67 を指定し

て 2 回呼び出す必要があります。

本コマンドの設定値はコマンド発行時にレジスタに反映されます。

パラメータは poe3_detect_short_t 型変数の形で受け渡します。

パラメータ poe3_port_grp_t group 短絡検出を行うグループを設定します。

poe3_flag_t hiz_flag 短絡検出時に Hi-Z 出力するか設定します。

poe3_flag_t intr_flag 割り込み許可フラグを設定します。

リターン値 POE3_ERR_INVALID_ARG ：引数が不正

POE3_ERR_ALREADY_REFLECTED ：既にコマンドを発行済み

補足 パラメータの group には以下の値が指定できます。

　POE3_MTU34_GPT012：
　　MTU 相補 PWM 出力端子（MTU3、MTU4 端子）または GPT 出力端子（GPT0 ～ 
　　GPT2 端子）の比較する 3 組の 2 相出力のうち、1 組でも同時にアクティブレベ

　　ルになったかを検出します。

　　以下の端子の組み合わせの短絡を検出します。

 　　　MTIOC3B と MTIOC3D
 　　　MTIOC4A と MTIOC4B
 　　　MTIOC4C と MTIOC4D
 　　　GTIOC0A と GTIOC0B
 　　　GTIOC1A と GTIOC1B
 　　　GTIOC2A と GTIOC2B

　POE3_MTU67：
　　MTU 相補 PWM 出力端子（MTU6、MTU7 端子）の比較する 3 組の 2 相出力のう

　　ち、1 組でも同時にアクティブレベルになったかを検出します。

　　以下の端子の組み合わせの短絡を検出します。

 　　　MTIOC6B と MTIOC6D
 　　　MTIOC7A と MTIOC7B
 　　　MTIOC7C と MTIOC7D

パラメータの hiz_flag に設定できる値は以下になります。

　POE3_DISABLE：短絡検出時に Hi-Z を出力しません。

　POE3_ENABLE：短絡検出時に Hi-Z を出力します。
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パラメータの intr_flag に設定できる値は以下になります。

本パラメータで POE3_ENABLE を設定しても 6.11.10　POE3_SET_CB でコールバッ

クを登録しないと割り込みは発生しません。

　POE3_DISABLE：短絡検出時の割り込み要求を 禁止します。

　POE3_ENABLE：短絡検出時の割り込み要求を 許可します。

本コマンドをコールしないときのデフォルト値は以下の設定になります。

　hiz_flag：POE3_DISABLE
　intr_flag：POE3_ENABLE
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6.11.6 POE3_CTRL_HIZ
POE3_CTRL_HIZ

概　要 各出力端子へのハイインピーダンス出力を制御します。

ヘッダ r_poe3_if.h

説　明 引数で指定された端子へ条件成立時にハイインピーダンスを出力するか設定します。

本コマンドの設定値はコマンド発行時にレジスタに反映されます。

パラメータは poe3_ctrl_hiz_t 型変数の形で受け渡します。

パラメータ poe3_hiz_grp_t group ハイインピーダンスの出力制御を行う端子を

設定します。

poe3_flag_t hiz_flag ハイインピーダンスの出力制御を行うか設定

します。

リターン値 POE3_ERR_INVALID_ARG ：引数が不正

POE3_ERR_ALREADY_REFLECTED ：既にコマンドを発行済み

補足 パラメータの group に指定できる値は以下になります。

括弧内はハイインピーダンス出力端子

　POE3_HIZ_MTU0A：（MTIOC0A）
　POE3_HIZ_MTU0B：（MTIOC0B）
　POE3_HIZ_MTU0C：（MTIOC0C）

　POE3_HIZ_MTU0D：（MTIOC0D）

　　ハイインピーダンス出力条件

•コマンドの POE3_IN_POE8 で設定した条件が成立時

•コマンドで POE3_GRP_MTU0 を指定時

•コマンドで POE3_ENABLE を指定時に発振停止・異常が発生した時

•コマンドで POE3_MTU0 にハイインピーダンスを出力する条件が成立した時

　POE3_HIZ_MTU3BD_GPT0AB：（MTIOC3B、MTIOC3D、GTIOC0A、GTIOC0B）
　POE3_HIZ_MTU4AC_GPT1AB：（MTIOC4A、MTIOC4C、GTIOC1A、GTIOC1B）
　POE3_HIZ_MTU4BD_GPT2AB：（MTIOC4B、MTIOC4D、GTIOC2A、GTIOC2B）
　　ハイインピーダンス出力条件

•コマンドで POE3_GRP_MTU34_GPT012 を有効にした状態で MTU 相補 PWM 
　出力端子（MTU3、MTU4 端子）または GPT 出力端子（GPT0 ～ GPT2 端子）

　で短絡が発生した時

•コマンドの POE3_IN_POE0 で設定した条件が成立時

•コマンドで POE3_GRP_MTU34_GPT012 を指定時

•コマンドで POE3_ENABLE を指定時に発振停止・異常が発生した時

　コマンドで POE3_MTU34_GPT012 にハイインピーダンスを出力する条件が

　成立した時



R01AN2597JJ0140 Rev.1.40 Page 44 of 83
2018.06.07

RZ/T1グループ POE3 & GPTaサンプルドライバ

　POE3_HIZ_MTU6BD：（MTIOC6B、MTIOC6D）

　POE3_HIZ_MTU7AC：（MTIOC7A、MTIOC7C）

　POE3_HIZ_MTU7BD：（MTIOC7B、MTIOC7D）

　　ハイインピーダンス出力条件

•コマンドで POE3_GRP_MTU67 を有効にした状態で MTU 相補 PWM 出力端子

　（MTU6、MTU7 端子）で短絡が発生した時

•コマンドの POE3_IN_POE4 で設定した条件が成立時

•コマンドで POE3_GRP_MTU67 を指定時

•コマンドで POE3_ENABLE を指定時に発振停止・異常が発生した時

•コマンドで POE3_MTU67 にハイインピーダンスを出力する条件が成立した時

　POE3_HIZ_GPT3AB：
　　ハイインピーダンス出力条件

•コマンドの POE3_IN_POE10 で設定した条件が成立時

•コマンドで POE3_GRP_GPT3 を指定時

•コマンドで POE3_ENABLE を指定時に発振停止・異常が発生した時

•コマンドで POE3_GPT3 にハイインピーダンスを出力する条件が成立した時

パラメータの hiz_flag に指定できる値は以下になります。

　POE3_ENABLE
　　group で指定した出力端子（グループ）の条件がどれか 1 つでも成立したとき、

　　該当端子にハイインピーダンスを出力します。

　POE3_DISABLE
　　ハイインピーダンスを出力しません。

本コマンドをコールしないときのデフォルト値は以下の設定になります。

（group によりデフォルト値が変わります）

group：
　POE3_HIZ_MTU0A 
　POE3_HIZ_MTU0B
　POE3_HIZ_MTU0C
　POE3_HIZ_MTU0D
hiz_flag：POE3_DISABLE

group： 
　POE3_HIZ_MTU3BD_GPT0AB
　POE3_HIZ_MTU4AC_GPT1AB
　POE3_HIZ_MTU4BD_GPT2AB
　POE3_HIZ_MTU6BD
　POE3_HIZ_MTU7AC
　POE3_HIZ_MTU7BD
　POE3_HIZ_GPT3AB
　hiz_flag：POE3_ENABLE
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6.11.7 POE3_CTRL_HIZ_EX
POE3_CTRL_HIZ_EX

概　要 各出力端子へのハイインピーダンス出力条件を拡張します。

ヘッダ r_poe3_if.h

説　明 引数で指定された端子へ条件成立時にハイインピーダンスを出力するか設定します。

本コマンドの設定値はコマンド発行時にレジスタに反映されます。

パラメータは poe3_ctrl_hiz_ex_t 型変数の形で受け渡します。

パラメータ poe3_port_grp_t group ハイインピーダンスの出力条件の拡張を行う

端子を設定します。

poe3_ioport_t port ハイインピーダンスの出力条件にする入力

ポートを設定します。

poe3_flag_t hiz_flag ハイインピーダンスの出力条件に追加するか

設定します。

リターン値 POE3_ERR_INVALID_ARG ：引数が不正

POE3_ERR_ALREADY_REFLECTED ：既にコマンドを発行済み

補足 パラメータの group には以下の値が指定できます。

また、パラメータの port は group 毎に設定できる値が変化します。

　POE3_MTU34_GPT012：
　　ハイインピーダンス出力条件に設定可能な入力ポート（port）

•POE3_IN_POE4
•POE3_IN_POE8
•POE3_IN_POE10

　POE3_MTU67：
　　ハイインピーダンス出力条件に設定可能な入力ポート（port）

•POE3_IN_POE0
•POE3_IN_POE8
•POE3_IN_POE10

　POE3_MTU0：
　　ハイインピーダンス出力条件に設定可能な入力ポート（port）

•POE3_IN_POE0
•POE3_IN_POE4
•POE3_IN_POE10

　POE3_GPT3：
　　ハイインピーダンス出力条件に設定可能な入力ポート（port）

•POE3_IN_POE0
•POE3_IN_POE4
•POE3_IN_POE8
•POE3_IN_POE10
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6.11.8 POE3_REFLECT_REG

パラメータの hiz_flag に設定できる値は以下になります

　POE3_DISABLE
　　指定されたグループの端子にハイインピーダンスを出力する条件を削除します。

　POE3_ENABLE
　　指定されたグループの端子にハイインピーダンスを出力する条件に追加します。

1 つのグループに複数のポートをハイインピーダンスの出力条件として設定すること

が可能です。

本コマンドをコールしないときのデフォルト値は全ての group の port に対して以下の

設定になります。

　hiz_flag：POE3_DISABLE

POE3_REFLECT_REG

概　要 コマンドで指定した設定を POE3 のレジスタに反映します。

ヘッダ r_poe3_if.h

説　明 以下のコマンドで指定した設定を POE3 のレジスタに反映します。

　POE3_SELECT_PORT
　POE3_SET_INPUT_MODE
　POE3_SET_OSC_MODE
　POE3_SET_ALV
　POE3_DETECT_SHORT
　POE3_CTRL_HIZ
　POE3_CTRL_HIZ_EX
本コマンドは 1 回のみ使用可能です。

上記の五つのコマンドは 1 回指定すると RZ/T1 をリセットするまで変更できません。

本コマンドのパラメータは無視します。

パラメータ なし —

リターン値 POE3_ERR_ALREADY_REFLECTED ：既にコマンドを発行済み

補足 本コマンドは上記コマンド（POE3_SELECT_PORT、POE3_SET_INPUT_MODE、
POE3_SET_OSC_MODE、POE3_SET_ALV、POE3_DETECT_SHORT、
POE3_CTRL_HIZ、POE3_CTRL_HIZ_EX）で必要な設定を行った後に発行してくだ

さい。

本コマンド発行後に上記コマンドを発行すると処理が失敗します。（戻り値に

POE3_ERR_ALREADY_REFLECTED が返ります）
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6.11.9 POE3_SOFT_HIZ
POE3_SOFT_HIZ

概　要 端子の Hi-Z 出力をソフトで制御します。

ヘッダ r_poe3_if.h

説　明 引数で指定された端子グループにハイインピーダンスを出力します。

パラメータは poe3_soft_hiz_t 型変数の形で受け渡します。

パラメータ poe3_port_grp_t group ハイインピーダンス出力制御を行うグループ

を設定します。

poe3_flag_t hiz_flag ハイインピーダンス出力するか設定します。

リターン値 POE3_ERR_INVALID_ARG ：引数が不正

補足 パラメータの group には以下の値が指定できます。

　POE3_MTU34_GPT012：
　　MTU 相補 PWM 出力端子（MTIOC3B、MTIOC3D、MTIOC4A、MTIOC4B、
　　MTIOC4C、MTIOC4D または GPT 出力端子（GTIOC0A、GTIOC0B、GTIOC1A、
　　GTIOC1B、GTIOC2A、GTIOC2B））を指定します。

　POE3_MTU67：
　　MTU 相補 PWM 出力端子（MTIOC6B、MTIOC6D、MTIOC7A、MTIOC7B、
　　MTIOC7C、MTIOC7D）を指定します。

　POE3_MTU0：
　　MTU0（MTIOC0A、MTIOC0B、MTIOC0C、MTIOC0D）の端子を指定します。

　POE3_GPT3：
　　GPT3 端子（GTIOC3A、GTIOC3B）を指定します。

パラメータの hiz_flag に設定できる値は以下になります

　POE3_DISABLE：
　　指定されたグループの端子にハイインピーダンスを出力しません。

　POE3_ENABLE：
　　指定されたグループの端子にハイインピーダンスを出力します。

本コマンドをコールしないときのデフォルト値は全ての group に対して以下の設定に

なります。

　hiz_flag：POE3_DISABLE
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6.11.10 POE3_SET_CB
POE3_SET_CB

概　要 割り込み発生時のコールバック関数を登録します。

ヘッダ r_poe3_if.h

説　明 引数で指定された割り込みが発生した時に呼び出すコールバック関数を登録します。

パラメータは poe3_set_cb_t 型変数の形で受け渡します。

パラメータ poe3_intr_t intr_type 割り込みのタイプを設定します。

poe3_cb callback コールバック関数を設定します。

uint8_t intr_pri 割り込みの優先度を設定します。

リターン値 POE3_ERR_INVALID_ARG ：引数が不正

補足 パラメータの intr_type には以下の値が指定できます。

　POE3_INTR_POE0：
　　POE0# Hi-Z 要求 or 出力短絡（MTU ch 3, 4 or GPT ch 0,1,2）割り込み。（OEI1）
　POE3_INTR_POE4：
　　POE4# Hi-Z 要求 or 出力短絡（MTU ch 6, 7）割り込み。（OEI2）
　POE3_INTR_POE8：
　　POE8# Hi-Z 要求割り込み。（OEI3）
　POE3_INTR_POE10：
　　POE10# Hi-Z 要求割り込み。（OEI4）

パラメータの callback に設定できる値は以下になります

　NULL 以外：コールバック関数のエントリアドレスを設定します。

　NULL：コールバック関数の登録を解除します。

　割り込み通知時に呼ばれる関数の引数には以下の値が設定されます。

　　第 1 引数

　　　0：POE0,4,8,10#Hi-Z 要求割り込み無し

　　　1：POE0,4,8,10#Hi-Z 要求割り込み有り

　　第 2 引数

　　　0：出力短絡割り込み無し

　　　1：出力短絡割り込みあり

引数の intr_pri に設定できる値は以下になります。

　0~15：割り込みの優先度（0 が高優先）

本コマンドをコールしないときのデフォルト値は全ての intr_type に対して以下の設定

になります。

　callback：NULL（割り込み禁止状態）

　intr_pri：0
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6.12 R_GPTA_Control コマンド一覧

R_GPTA_Control 関数で使用するコマンド一覧を以下に示します。

表6.9 R_GPTA_Controlコマンド一覧

コマンド 概要

GPTA_SET_COUNT_DIR タイマのカウント方向を指定します。

GPTA_SET_TIMER_MODE タイマモードの設定をします。

GPTA_SET_CLK_SRC タイマのクロックソースを設定します。

GPTA_CTRL_IO I/Oポートの出力を制御します。

GPTA_CTRL_IO_NEG 出力端子のネゲート制御を行います。

GPTA_READ_REG GPTaのレジスタのリードを行います。

GPTA_WRITE_REG GPTaのレジスタのライトを行います。

GPTA_SET_BUF_MODE バッファ動作の設定をします。

GPTA_SET_AD_BUF_MODE A/D変換開始要求タイミングレジスタのバッファ動作の設定をします。

GPTA_SET_CB 割り込み発生時のコールバック関数を登録します。

GPTA_TIMER_START_SW カウントを開始します。

GPTA_CTRL_DTIME デッドタイム時間の制御を行います。

GPTA_SET_HW_FACTOR カウントを開始／停止／クリアするH/W要因を設定します。

GPTA_SET_CLEAR_FACTOR カウントをクリアする要因を設定します。

GPTA_SET_SYNC カウントを同期クリアする要因を設定します。

GPTA_SET_NF ノイズフィルタを設定します。

GPTA_SET_NF_EX 外部トリガ入力端子のノイズフィルタを設定します。

GPTA_SET_INTR_SKIP 割り込み間引き機能を設定します。
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6.12.1 GPTA_SET_COUNT_DIR
GPTA_SET_COUNT_DIR

概　要 タイマのカウント方向を指定します。

ヘッダ r_gpta_if.h

説　明 • のこぎり波の場合

アップカウント動作中に ud に GPTA_COUNT_DOWN を設定した場合、オーバフ

ロー時にカウント方向が切り替わります。

ダウンカウント動作中に ud に GPTA_COUNT_UP を設定した場合、アンダフロー時

にカウント方向が切り替わります。

カウント動作停止中に udf_flag が GPTA_DISABLE の状態で ud を

GPTA_COUNT_UP から GPTA_COUNT_DOWN に変更した場合、最初のカウント動

作はアップカウントとなり、オーバフロー時にカウント方向が切り替わります。

カウント動作停止中に udf_flag が GPTA_DISABLE の状態で ud を

GPTA_COUNT_DOWN から GPTA_COUNT_UP に変更した場合、最初のカウント動

作はダウンカウントとなり、アンダフロー時にカウント方向が切り替わります。

カウント動作停止中に udf_flag に GPTA_ENABLE を設定した場合、ud 値がカウント

開始時のカウント方向になります。

• 三角波の場合

カウント動作中に ud 値を変化させてもカウント方向には反映されません。

カウント動作停止中に udf_flag が GPTA_DISABLE の状態で ud 値を変化させても、

カウント開始後のカウント方向には反映されません。

カウント動作停止中に udf_flag に GPTA_ENABLE を設定した場合、そのときの ud の

値がカウント開始時のカウント方向に反映されます。

のこぎり波、三角波はコマンドで切り替えます。

パラメータは gpta_set_count_dir_t * 型変数の形で受け渡します。

パラメータ uint8_t ud カウント方向を設定します。

gpta_flag_t udf_flag カウント方向を強制設定します。

リターン値 GPTA_ERR_INVALID_ARG ：引数が不正

補足 パラメータの ud には以下の値が指定できます。

　GPTA_COUNT_DOWN：

　　カウント方向をダウンカウントに設定します。

　GPTA_COUNT_UP：
　　カウント方向をアップカウントに設定します。

パラメータの udf_flag には以下の値が指定できます。

　GPTA_DISABLE：
　　カウント方向を強制設定しません。

　GPTA_ENABLE：
　　カウント方向を強制設定します。

本コマンドをコールしないときのデフォルト値は以下の設定になります。

　ud：GPTA_COUNT_UP
　udf_flag：GPTA_DISABLE
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6.12.2 GPTA_SET_TIMER_MODE
GPTA_SET_TIMER_MODE

概　要 タイマモードの設定をします。

ヘッダ r_gpta_if.h

説　明 タイマの動作モードを設定します。

本コマンドはタイマ停止状態でのみ使用できます。

パラメータは gpta_set_timer_mode_t * 型変数の形で受け渡します。

パラメータ uint8_t mode タイマの動作モードを設定します。

リターン値 GPTA_ERR_INVALID_ARG ：引数が不正

GPTA_ERR_TIMER_STARTED ：タイマが動作中

補足 パラメータの mode には以下の値が指定できます。

　GPTA_SAW_PWM_MODE：
　　のこぎり波 PWM モード（シングル／ダブルバッファ可）

　GPTA_SAW_ONE_SHOT_MODE：
　　のこぎり波ワンショットパルスモード（バッファ動作固定）

　GPTA_TRIANGLE_PWM_MODE1：
　　三角波 PWM モード 1（谷 16 ビット転送）（シングル／ダブルバッファ可）

　GPTA_TRIANGLE_PWM_MODE2：
　　三角波 PWM モード 2（山／谷 16 ビット転送）（シングル／ダブルバッファ可）

　GPTA_TRIANGLE_PWM_MODE3：
　　三角波 PWM モード 3（谷 32 ビット転送）（バッファ動作固定）

本コマンドをコールしないときのデフォルト値は以下の設定になります。

　mode：GPTA_SAW_PWM_MODE
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6.12.3 GPTA_SET_CLK_SRC
GPTA_SET_CLK_SRC

概　要 タイマのクロックソースを設定します。

ヘッダ r_gpta_if.h

説　明 タイマのクロックソースを設定します。

本コマンドはタイマ停止状態でのみ使用できます。

パラメータは gpta_set_clk_src_t * 型変数の形で受け渡します。

パラメータ uint8_t clock タイマのクロックを設定します。

リターン値 GPTA_ERR_INVALID_ARG ：引数が不正

GPTA_ERR_TIMER_STARTED ：タイマが動作中

補足 パラメータの clock には以下の値が指定できます。

　GPTA_PCLKC_DIV_1：
　　PCLKC（システムクロック）

　GPTA_PCLKC_DIV_2：
　　PCLKC / 2（システムクロック / 2）
　GPTA_PCLKC_DIV_4：
　　PCLKC / 4（システムクロック / 4）
　GPTA_PCLKC_DIV_8：
　　PCLKC / 8（システムクロック / 8）

本コマンドをコールしないときのデフォルト値は以下の設定になります。

　clock：GPTA_PCLKC_DIV_1
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6.12.4 GPTA_CTRL_IO
GPTA_CTRL_IO

概　要 I/O ポートの出力を制御します。

ヘッダ r_gpta_if.h

説　明 GTIOCnA/B（n = 0-3）端子の機能を制御します。

パラメータは gpta_ctrl_io_t * 型変数の形で受け渡します。

パラメータ uint8_t port 制御対象のポートを設定します。（A or B）
uint8_t io_mode コンペアマッチかインプットキャプチャ動作か設定

します。

uint8_t io_default 初期出力を設定します。

uint8_t io_hold タイマ周期の終わりの出力を設定します。

uint8_t io_output コンペアマッチ時の出力を設定します。

uint8_t dflt カウント停止時の出力を設定します。

uint8_t hld カウント開始／停止時の出力を設定します。

リターン値 GPTA_ERR_INVALID_ARG ：引数が不正

補足 パラメータの port には以下の値が指定できます。

　GPTA_PORT_A：
　　GTIOCnA 端子の設定を行います。（n = 0-3）
　　n は R_GPTA_Control 関数の引数の ch で設定します。

　GPTA_PORT_B：
　　GTIOCnB 端子の設定を行います。（n = 0-3）

パラメータの io_mode には以下の値が指定できます。

　GPTA_CMP_MATCH：

　　コンペアマッチにより GTIOCnA/B 端子の出力を制御します。（n = 0-3）
　GPTA_INPUT_CAPTURE：
　　GTIOCnA/B 端子をインプットキャプチャのトリガにします。（n = 0-3）

パラメータの io_default には以下の値が指定できます。

io_default は io_mode が GPTA_CMP_MATCH のときのみ有効です。

io_mode が GPTA_INPUT_CAPTURE のとき本パラメータは無視されます。

　GPTA_IO_LOW：

　　GTIOCnA/B 端子の初期出力を Low にします。（n = 0-3）
　GPTA_IO_HIGH：

　　GTIOCnA/B 端子の初期出力を High にします。（n = 0-3）
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パラメータの io_hold には以下の値が指定できます。

io_hold は io_mode が GPTA_CMP_MATCH のときのみ有効です。

io_mode が GPTA_INPUT_CAPTURE のとき本パラメータは無視されます。

　GPTA_IO_HOLD_OUTPUT：
　　周期の終わりで GTIOCnA/B 端子の出力を保持します。（n = 0-3）
　GPTA_IO_HOLD_LOW：

　　周期の終わりで GTIOCnA/B 端子の出力を Low にします。（n = 0-3）
　GPTA_IO_HOLD_HIGH：

　　周期の終わりで GTIOCnA/B 端子の出力を High にします。（n = 0-3）
　GPTA_IO_HOLD_TOGGLE：
　　周期の終わりで GTIOCnA/B 端子の出力をトグルします。（n = 0-3）

パラメータの io_output には以下の値が指定できます。

io_output は io_mode が GPTA_CMP_MATCH のときと、

GPTA_INPUT_CAPTURE のときで設定できる値が変化します。

　io_mode：GPTA_IO_CMP_MATCH
　　GPTA_IO_CMP_OUTPUT：
　　　コンペアマッチ発生時に GTIOCnA/B 端子の出力を保持します。（n = 0-3）
　　GPTA_IO_CMP_LOW：

　　　コンペアマッチ発生時に GTIOCnA/B 端子の出力を Low にします。（n = 0-3）
　　GPTA_IO_CMP_HIGH：

　　　コンペアマッチ発生時に GTIOCnA/B 端子の出力を High にします。（n = 0-3）
　　GPTA_IO_CMP_TOGGLE：
　　　コンペアマッチ発生時に GTIOCnA/B 端子の出力をトグルします。（n = 0-3）

　io_mode：GPTA_IO_INPUT_CAPTURE
　　GPTA_IO_TRG_RISING：

　　　GTIOCnA/B 端子の立ち上がりエッジでインプットキャプチャを行います。

　　　（n = 0-3）
　　GPTA_IO_TRG_FALLING：

　　　GTIOCnA/B 端子の立ち下がりエッジでインプットキャプチャを行います。

　　　（n = 0-3）
　　GPTA_IO_TRG_BOTH：

　　　GTIOCnA/B 端子の両エッジでインプットキャプチャを行います。（n = 0-3）
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パラメータの dflt には以下の値が指定できます。

　GPTA_DFLT_LOW：

　　カウント停止時 GTIOCnA/B 端子の出力を Low にします。（n = 0-3）
　GPTA_DFLT_HIGH：

　　カウント停止時 GTIOCnA/B 端子の出力を High にします。（n = 0-3）

パラメータの hld には以下の値が指定できます。

　GPTA_HLD_REG：

　　カウント開始時 io_default で指定した値を GTIOCnA/B 端子に出力します。

　　（n = 0-3）
　　カウント停止時 dflt で指定した値を GTIOCnA/B 端子に出力します。（n = 0-3）
　　カウント停止時に dflt を変更した場合は直ちに GTIOCnA/B 端子に反映されます。

　　（n = 0-3）
　GPTA_HLD_HOLD：

　　カウント開始／停止時に GTIOCnA/B 端子の出力を保持します。（n = 0-3）

本コマンドをコールしないときのデフォルト値は以下の設定になります。

　io_mode：GPTA_CMP_MATCH 
　io_default：GPTA_IO_LOW 
　io_hold：GPTA_IO_HOLD_OUTPUT 
　io_output：GPTA_IO_CMP_OUTPUT 
　dflt：GPTA_DFLT_LOW 
　hld：GPTA_HLD_REG 

注意：

周期の終わりとは、のこぎり波のときはオーバフローまたはアンダフロー、三角波の

ときは谷を示します。

コンペアマッチ動作時、周期の終わりとコンペアマッチのタイミングが一致する場合、

のこぎり波 PWM モードでは io_hold の設定が優先され、それ以外のモードでは

io_output の設定が優先されます。

本コマンドでコンペアマッチに設定しただけでは、GTIOCnA/B 端子には出力されませ

ん。別途、コマンドを使用して出力ネゲート制御の設定が必要です。
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6.12.5 GPTA_CTRL_IO_NEG
GPTA_CTRL_IO_NEG

概　要 出力端子のネゲート制御を行います。

ヘッダ r_gpta_if.h

説　明 GTIOCnA/B 端子出力のネゲート制御を行います。（n = 0-3）
パラメータは gpta_ctrl_io_neg_t * 型変数の形で受け渡します。

パラメータ uint16_t control_a GTIOCnA 端子のネゲート制御を行うか設定します。

uint16_t control_b GTIOCnB 端子のネゲート制御を行うか設定します。

uint16_t output_a ネゲート制御時に GTIOCnA 端子に出力する値を設定

します。

uint16_t output_b ネゲート制御時に GTIOCnB 端子に出力する値を設定

します。

uint16_t factor ネゲート出力の要因を設定します。

uint16_t polarity_select ネゲート要因の極性を選択します。

uint16_t soft_control ソフトウェアでネゲート制御を行うか設定します。

uint16_t flag_a GTIOCnA 端子を出力するか設定します。

uint16_t flag_b GTIOCnB 端子を出力するか設定します。

リターン値 GPTA_ERR_INVALID_ARG ：引数が不正

補足 パラメータの control_a には以下の値が指定できます。

　GPTA_NEG_CTRL_A_DISABLE：
　　ネゲート制御を禁止する。

　GPTA_NEG_CTRL_A_ENABLE：
　　ネゲート制御を許可する。

パラメータの control_b には以下の値が指定できます。

　GPTA_NEG_CTRL_B_DISABLE：
　　ネゲート制御を禁止する。

　GPTA_NEG_CTRL_B_ENABLE：
　　ネゲート制御を許可する。

パラメータの output_a には以下の値が指定できます。

　GPTA_NEG_OUTPUT_A_LOW：

　　ネゲート制御時に GTIOCnA 端子に "0" を出力する。（n = 0 ～ 3）
　GPTA_NEG_OUTPUT_A_HIGH：

　　ネゲート制御時に GTIOCnA 端子に "1" を出力する。（n = 0 ～ 3）

パラメータの output_b には以下の値が指定できます。

　GPTA_NEG_OUTPUT_B_LOW：

　　ネゲート制御時に GTIOCnB 端子に "0" を出力する。（n = 0 ～ 3）
　GPTA_NEG_OUTPUT_B_HIGH：

　　ネゲート制御時に GTIOCnB 端子に "1" を出力する。（n = 0 ～ 3）
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パラメータの factor には以下の値が指定できます。

　GPTA_NEG_GETTRG：

　　ネゲート要因に GETTRG 端子入力を設定します。

　GPTA_NEG_SWN：

　　ネゲート要因に soft_control を設定します。

パラメータの polarity_select には以下の値が指定できます。

　GPTA_NEG_POLARITY_LOW：

　　ネゲート要因が "0" になったときにネゲート制御を行います。

　GPTA_NEG_POLARITY_HIGH：

　　ネゲート要因が "1" になったときにネゲート制御を行います。

パラメータの soft_control には以下の値が指定できます。

本パラメータは factor が GPTA_NEG_SWN のときのみ有効です。

factor が GPTA_NEG_SWN 以外のときは無視されます。

soft_control は polarity_select の値により動作が変わります。

　polarity_select：GPTA_NEG_POLARITY_LOW
　　GPTA_NEG_SWN_LOW：

　　　ネゲート制御を行います。

　　GPTA_NEG_SWN_HIGH：

　　　ネゲート制御を行いません。

　polarity_select：GPTA_NEG_POLARITY_HIGH
　　GPTA_NEG_SWN_LOW：

　　　ネゲート制御を行いません。

　　GPTA_NEG_SWN_HIGH：

　　　ネゲート制御を行います。

パラメータの flag_a には以下の値が指定できます。

　GPTA_NEG_FLAG_A_DISABLE：
　　GTIOCnA 端子の出力を禁止します。（n = 0 ～ 3）
　GPTA_NEG_FLAG_A_ENABLE：
　　GTIOCnA 端子の出力を許可します。（n = 0 ～ 3）

パラメータの flag_b には以下の値が指定できます。

　GPTA_NEG_FLAG_B_DISABLE：
　　GTIOCnB 端子の出力を禁止します。（n = 0 ～ 3）
　GPTA_NEG_FLAG_B_ENABLE：
　　GTIOCnB 端子の出力を許可します。（n = 0 ～ 3）
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本コマンドをコールしないときのデフォルト値は以下の設定になります。

　control_a：GPTA_NEG_CTRL_A_DISABLE
　control_b：GPTA_NEG_CTRL_B_DISABLE
　output_a：GPTA_NEG_OUTPUT_A_LOW
　output_b：GPTA_NEG_OUTPUT_B_LOW
　factor：GPTA_NEG_GETTRG
　polarity_select：GPTA_NEG_POLARITY_HIGH
　soft_control：GPTA_NEG_SWN_LOW（ネゲート制御無し）

　flag_a：GPTA_NEG_FLAG_A_DISABLE
　flag_b：GPTA_NEG_FLAG_B_DISABLE
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6.12.6 GPTA_READ_REG
GPTA_READ_REG

概　要 GPTa のレジスタのリードを行います。

ヘッダ r_gpta_if.h

説　明 GPTa のタイマカウンタ、コンペアキャプチャレジスタ、周期設定レジスタ、A/D 変

換開始要求タイミングレジスタのリードを行います。

パラメータは gpta_read_reg_t * 型変数の形で受け渡します。

パラメータ gpta_reg_t reg_id 読み込むレジスタ種別を設定します。

uint16_t *pdata 読み込んだレジスタ値が保存されます。

リターン値 GPTA_ERR_INVALID_ARG ：引数が不正

補足 パラメータの reg_id には以下の値が指定できます。

　GPTA_REG_GTCNT：
　　汎用 PWM タイマカウンタレジスタを指定します。

　GPTA_REG_GTCCRA：
　　汎用 PWM タイマコンペアキャプチャレジスタ A を指定します。

　GPTA_REG_GTCCRB：
　　汎用 PWM タイマコンペアキャプチャレジスタ B を指定します。

　GPTA_REG_GTCCRC：

　　汎用 PWM タイマコンペアキャプチャレジスタ C を指定します。

　GPTA_REG_GTCCRD：

　　汎用 PWM タイマコンペアキャプチャレジスタ D を指定します。

　GPTA_REG_GTCCRE：
　　汎用 PWM タイマコンペアキャプチャレジスタ E を指定します。

　GPTA_REG_GTCCRF：
　　汎用 PWM タイマコンペアキャプチャレジスタ F を指定します。

　GPTA_REG_GTPR：

　　汎用 PWM タイマ周期設定レジスタを指定します。

　GPTA_REG_GTPBR：

　　汎用 PWM タイマ周期設定バッファレジスタを指定します。

　GPTA_REG_GTPDBR：

　　汎用 PWM タイマ周期設定ダブルバッファレジスタを指定します。

　GPTA_REG_GTADTRA：
　　A/D 変換開始要求タイミングレジスタ A を指定します。

　GPTA_REG_GTADTRB：
　　A/D 変換開始要求タイミングレジスタ B を指定します。

　GPTA_REG_GTADTBRA：
　　A/D 変換開始要求タイミングバッファレジスタ A を指定します。

　GPTA_REG_GTADTBRB：
　　A/D 変換開始要求タイミングバッファレジスタ B を指定します。

　GPTA_REG_GTADTDBRA：
　　A/D 変換開始要求タイミングダブルバッファレジスタ A を指定します。

　GPTA_REG_GTADTDBRB：
　　A/D 変換開始要求タイミングダブルバッファレジスタ B を指定します。
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　GPTA_REG_GTDVU：

　　汎用 PWM タイマデッドタイム値レジスタ U を指定します。

　GPTA_REG_GTDVD：

　　汎用 PWM タイマデッドタイム値レジスタ D を指定します。

　GPTA_REG_GTDBU：

　　汎用 PWM タイマデッドタイムバッファレジスタ U を指定します。

　GPTA_REG_GTDBD：

　　汎用 PWM タイマデッドタイムバッファレジスタ D を指定します。

パラメータの pdata には指定されたレジスタ値が書き込まれます。

　領域は本コマンドの呼び出し側で確保してください。
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6.12.7 GPTA_WRITE_REG
GPTA_WRITE_REG

概　要 GPTa のレジスタのライトを行います。

ヘッダ r_gpta_if.h

説　明 GPTa のタイマカウンタ、コンペアキャプチャレジスタ、周期設定レジスタ、A/D 変

換開始要求タイミングレジスタのライトを行います。

パラメータは gpta_read_reg_t * 型変数の形で受け渡します。

パラメータ gpta_reg_t reg_id 書き込むレジスタ種別を設定します。

uint16_t data 書き込むレジスタ値が保存されます。

リターン値 GPTA_ERR_INVALID_ARG ：引数が不正

GPTA_ERR_TIMER_STARTED ：タイマが動作中

補足 パラメータの reg_id には以下の値が指定できます。

　GPTA_REG_GTCNT：
　　汎用 PWM タイマカウンタレジスタを指定します。

　　カウント動作中に本レジスタへの書き込みはできません。

　GPTA_REG_GTCCRA：
　　汎用 PWM タイマコンペアキャプチャレジスタ A を指定します。

　GPTA_REG_GTCCRB：
　　汎用 PWM タイマコンペアキャプチャレジスタ B を指定します。

　GPTA_REG_GTCCRC：

　　汎用 PWM タイマコンペアキャプチャレジスタ C を指定します。

　GPTA_REG_GTCCRD：

　　汎用 PWM タイマコンペアキャプチャレジスタ D を指定します。

　GPTA_REG_GTCCRE：
　　汎用 PWM タイマコンペアキャプチャレジスタ E を指定します。

　GPTA_REG_GTCCRF：
　　汎用 PWM タイマコンペアキャプチャレジスタ F を指定します。

　GPTA_REG_GTPR：

　　汎用 PWM タイマ周期設定レジスタを指定します。

　GPTA_REG_GTPBR：

　　汎用 PWM タイマ周期設定バッファレジスタを指定します。

　GPTA_REG_GTPDBR：

　　汎用 PWM タイマ周期設定ダブルバッファレジスタを指定します。

　GPTA_REG_GTADTRA：
　　A/D 変換開始要求タイミングレジスタ A を指定します。

　GPTA_REG_GTADTRB：
　　A/D 変換開始要求タイミングレジスタ B を指定します。

　GPTA_REG_GTADTBRA：
　　A/D 変換開始要求タイミングバッファレジスタ A を指定します。

　GPTA_REG_GTADTBRB：
　　A/D 変換開始要求タイミングバッファレジスタ B を指定します。
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　GPTA_REG_GTADTDBRA：
　　A/D 変換開始要求タイミングダブルバッファレジスタ A を指定します。

　GPTA_REG_GTADTDBRB：
　　A/D 変換開始要求タイミングダブルバッファレジスタ B を指定します。

　GPTA_REG_GTDVU：

　　汎用 PWM タイマデッドタイム値レジスタ U を指定します。

　GPTA_REG_GTDVD：

　　汎用 PWM タイマデッドタイム値レジスタ D を指定します。

　GPTA_REG_GTDBU：

　　汎用 PWM タイマデッドタイムバッファレジスタ U を指定します。

　GPTA_REG_GTDBD：

　　汎用 PWM タイマデッドタイムバッファレジスタ D を指定します。

パラメータの pdata には指定されたレジスタに書き込む値を設定します。

本コマンドで書き込むレジスタの値はクロックソースに応じて変更する必要がありま

す。
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6.12.8 GPTA_SET_BUF_MODE
GPTA_SET_BUF_MODE

概　要 バッファ動作の設定をします。

ヘッダ r_gpta_if.h

説　明 バッファ動作の設定をします。

本コマンドはタイマ停止状態でのみ使用できます。

バッファ動作無し／シングルバッファ動作／ダブルバッファ動作の設定をします。

パラメータは gpta_set_buf_mode_t * 型変数の形で受け渡します。

パラメータ gpta_buf_t buf_id 設定対象のバッファを設定します。

uint16_t mode 動作モードを設定します。

リターン値 GPTA_ERR_INVALID_ARG ：引数が不正

GPTA_ERR_TIMER_STARTED ：タイマが動作中

補足 パラメータの buf_id には以下の値が指定できます。

　GPTA_BUF_GTCCRA：
　　GTCCRA バッファの動作を指定します。

　GPTA_BUF_GTCCRB：
　　GTCCRB バッファの動作を指定します。

　GPTA_BUF_GTPR
　　GTPR バッファの動作を指定します。

パラメータの mode には以下の値が指定できます。

　GPTA_BUF_NONE：
　　バッファ動作はしません。

　GPTA_BUF_SINGLE：
　　シングルバッファ動作をします。

　GPTA_BUF_DOUBLE：
　　ダブルバッファ動作をします。

本コマンドをコールしないときのデフォルト値は以下の設定になります。

　mode：GPTA_BUF_NONE 
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6.12.9 GPTA_SET_AD_BUF_MODE
GPTA_SET_AD_BUF_MODE

概　要 A/D 変換開始要求タイミングレジスタのバッファ動作の設定をします。

ヘッダ r_gpta_if.h

説　明 A/D 変換開始要求タイミングレジスタのバッファ動作モードを設定します。

本コマンドはタイマ停止状態でのみ使用できます。

パラメータは gpta_set_ad_buf_mode_t * 型変数の形で受け渡します。

パラメータ gpta_buf_t buf_id 設定対象のバッファを設定します。

uint16_t timing バッファ転送タイミングを設定します。

uint16_t mode 動作モードを設定します。

リターン値 GPTA_ERR_INVALID_ARG ：引数が不正

GPTA_ERR_TIMER_STARTED ：タイマが動作中

補足 パラメータの buf_id には以下の値が指定できます。

　GPTA_AD_BUF_GTADTRA：
　　GTADTRA バッファの動作を指定します。

　GPTA_AD_BUF_GTADTRB：
　　GTADTRB バッファの動作を指定します。

パラメータの timing には以下の値が指定できます。

　三角波の時：

　　GPTA_AD_BUF_TRANS_NONE：
　　　バッファ動作をしません。

　　GPTA_AD_BUF_TRANS_TOP：
　　　山で転送します。

　　GPTA_AD_BUF_TRANS_BOTTOM：

　　　谷で転送します。

　　GPTA_AD_BUF_TRANS_BOTH：

　　　山と谷両方で転送します。

　のこぎり波の時：

　　GPTA_AD_BUF_TRANS_NONE：
　　　バッファ動作をしません。

　　GPTA_AD_BUF_TRANS_TOP：
　　GPTA_AD_BUF_TRANS_BOTTOM：

　　GPTA_AD_BUF_TRANS_BOTH：

　　　アンダフロー（ダウンカント時）、オーバフロー（アップカウント時）で

　　　転送します。
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パラメータの mode には以下の値が指定できます。

　GPTA_AD_BUF_SINGLE：
　　シングルバッファ動作をします。

　GPTA_AD_BUF_DOUBLE：
　　ダブルバッファ動作をします。

本コマンドをコールしないときのデフォルト値は以下の設定になります。

　timing：GPTA_AD_BUF_TRANS_NONE
　mode：GPTA_AD_BUF_SINGLE（上記で転送無しを選択しているためバッファ

　　　　　動作無し）
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6.12.10 GPTA_SET_CB
GPTA_SET_CB

概　要 割り込み発生時のコールバック関数を登録します。

ヘッダ r_gpta_if.h

説　明 パラメータで指定された割り込みが発生した時に呼び出すコールバック関数を登録し

ます。

GPTA_INTR_ETGIN と、GPTA_INTR_ETGIP は全チャネル共通です。

R_GPTA_Control 関数の引数で指定された ch は無視されます。

パラメータは gpta_set_cb_t 型変数の形で受け渡します。

パラメータ gpta_intr_t intr_type 割り込みのタイプを設定します。

gpta_cb callback コールバック関数を設定します。

uint8_t intr_pri 割り込みの優先度を設定します。

リターン値 GPTA_ERR_INVALID_ARG ：引数が不正

補足 パラメータの intr_type には以下の値が指定できます。

　GPTA_INTR_GTCIA：
　　インプットキャプチャ／コンペアマッチ A 割り込み。（GTCIAn）
　GPTA_INTR_GTCIB：
　　インプットキャプチャ／コンペアマッチ B 割り込み。（GTCIBn）
　GPTA_INTR_GTCIC：

　　コンペアマッチ C 割り込み。（GTCICn）
　GPTA_INTR_GTCID：

　　コンペアマッチ D 割り込み。（GTCIDn）
　GPTA_INTR_GTCIE：
　　コンペアマッチ E 割り込み。（GTCIEn）
　GPTA_INTR_GTCIF：
　　コンペアマッチ F 割り込み。（GTCIFn）
　GPTA_INTR_GDTE：
　　デッドタイムエラー割り込み。（GTDEn）
　GPTA_INTR_GTCIV：
　　オーバフロー割り込み。（GTCIVn）
　　　のこぎり波：オーバフロー割り込み。

　　　三角波：山で割り込み。

　GPTA_INTR_GTCIU：

　　アンダフロー割り込み。（GTCIUn）
　　　のこぎり波：アンダフロー割り込み。

　　　三角波：谷で割り込み。

　GPTA_INTR_ETGIN：

　　外部トリガ立ち下がり入力割り込み。（ETGIN）

　GPTA_INTR_ETGIP：
　　外部トリガ立ち上がり入力割り込み。（ETGIP）
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パラメータの callback に設定できる値は以下になります

　NULL 以外：コールバック関数のエントリアドレスを設定します。

　NULL：コールバック関数の登録を解除します。

引数の intr_pri に設定できる値は以下になります。

　0~15：割り込みの優先度（0 が高優先）

本コマンドをコールしないときのデフォルト値は全ての intr_type に対し以下になりま

す。

　callback：NULL（割り込み禁止状態）

intr_pri：0



R01AN2597JJ0140 Rev.1.40 Page 68 of 83
2018.06.07

RZ/T1グループ POE3 & GPTaサンプルドライバ

6.12.11 GPTA_TIMER_START_SW
GPTA_TIMER_START_SW

概　要 カウントを開始します。

ヘッダ r_gpta_if.h

説　明 GPTn.GTCNT(n：0~3) レジスタのカウントを開始又は停止します。

本コマンドは全チャネル共通です。

R_GPTA_Control 関数の引数で指定された ch は無視され、パラメータの

start_ch/stop_ch で設定されたチャネルのカウントを開始／停止します。（同時に複数

のチャネルの開始／停止ができます。）

パラメータは gpta_timer_start_t 型変数の形で受け渡します。

パラメータ uint8_t start_ch カウントを開始するチャネルを設定します。

uint8_t stop_ch カウントを停止するチャネルを設定します。

リターン値 GPTA_ERR_INVALID_ARG ：引数が不正

GPTA_ERR_STATUS ：パラメータで指定されたチャネルがオープンして
いない

補足 パラメータの start_ch には以下の値が指定できます。

　GPTA_TIMER_START_0：
　　チャネル 0 のカウントを開始します。

　GPTA_TIMER_START_1：
　　チャネル 1 のカウントを開始します。

　GPTA_TIMER_START_2：
　　チャネル 2 のカウントを開始します。

　GPTA_TIMER_START_3：
　　チャネル 3 のカウントを開始します。

パラメータの stop_ch には以下の値が指定できます。

　GPTA_TIMER_STOP_0：
　　チャネル 0 のカウントを停止します。

　GPTA_TIMER_STOP_1：
　　チャネル 1 のカウントを停止します。

　GPTA_TIMER_STOP_2：
　　チャネル 2 のカウントを停止します。

　GPTA_TIMER_STOP_3：
　　チャネル 3 のカウントを停止します。

複数のチャネルのカウントを同時に開始するには以下の様に設定します。

例：チャネル 0 とチャネル 2 のカウントを同時に開始する場合

　　start_ch = GPTA_START_0 | GPTA_START_2;

複数のチャネルのカウントを同時に停止するには以下の様に設定します。

例：チャネル 1 とチャネル 3 のカウントを同時に停止する場合

　　stop_ch = GPTA_STOP_1 | GPTA_STOP_3
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同時にカウントを開始する前に、コマンドを使用して、GPTA_REG_GTCNT にカウ

ントの初期値を設定しておくことで、チャネル毎に位相を持ったカウントが可能にな

ります。

本コマンドのパラメータで指定してないチャネルのカウンタに対しては影響を与えま

せん。

また、start_ch と stop_ch に同じチャネルを指定するとエラーを返します。（引数不

正）

start_ch に設定しないチャネルのカウントは停止します。
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6.12.12 GPTA_CTRL_DTIME
GPTA_CTRL_DTIME

概　要 デッドタイム時間の制御を行います。

ヘッダ r_gpta_if.h

説　明 カデッドタイム付き逆相波形用のコンペアマッチ値の自動設定を行います。

パラメータは gpta_ctrl_dtime_t 型変数の形で受け渡します。

パラメータ uint16_t set_mode デッドタイムの設定方法を指定します。

uint16_t gtdvu_buf_mode GTDVU レジスタのバッファ動作モードを指定します。

uint16_t gtdvd_buf_mode GTDVD レジスタのバッファ動作モードを指定します。

uint16_t gtdvd_set_mode GTDVD レジスタの設定方法を指定します。

リターン値 GPTA_ERR_INVALID_ARG ：引数が不正

補足 パラメータの set_mode には以下の値が指定できます。

　GPTA_DTIME_MANUAL_SET：
　　GTDVU、GTDVD レジスタを使用しないで、GTCCRB レジスタを手動で設定

　　します。

　GPTA_DTIME_AUTO_SET：
　　GTDVU、GTDVD レジスタを使用して、デッドタイム付き逆相波形用のコンペア

　　マッチ値を GTCCRB レジスタに自動設定します。

パラメータの gtdvu_buf_mode には以下の値が指定できます。

　GPTA_GTDVU_BUF_DISABLE：
　　GTDVU レジスタのバッファ動作を禁止します。

　GPTA_GTDVU_BUF_ENABLE：
　　GTDVU レジスタのバッファ動作を許可します。

パラメータの gtdvd_buf_mode には以下の値が指定できます。

　GPTA_GTDVD_BUF_DISABLE：
　　GTDVD レジスタのバッファ動作を禁止します。

　GPTA_GTDVD_BUF_ENABLE：
　　GTDVD レジスタのバッファ動作を許可します。

パラメータの dtdvd_set_mode には以下の値が指定できます。

　GPTA_GTDVD_MANUAL_SET：
　　GTDVU レジスタ、GTDVD レジスタを個別に設定します。

　GPTA_GTDVD_AUTO_SET：
　　GTDVU レジスタに書き込んだ値を自動で GTDVD レジスタへ設定します。

GTDVU、GTDVD、GTDBU、GTDBD レジスタへの書き込みは、コマンドで行う必要

があります。

のこぎり波 PWM モードの場合、本コマンドは無視され自動設定されません。
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本コマンドをコールしないときのデフォルト値は以下の設定になります。

　set_mode：GPTA_DTIME_MANUAL_SET
　gtdvu_buf_mode：GPTA_GTDVU_BUF_DISABLE
　gtdvd_buf_mode：GPTA_GTDVD_BUF_DISABLE
　dtdvd_set_mode：GPTA_GTDVD_MANUAL_SET
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6.12.13 GPTA_SET_HW_FACTOR
GPTA_SET_HW_FACTOR

概　要 カウントを開始／停止／クリアする H/W 要因を設定します。

ヘッダ r_gpta_if.h

説　明 GPTn.GTCNT(n：0~3) レジスタのカウントを開始／停止／クリアする H/W 要因を

チャネル毎に設定します。

パラメータは gpta_set_fw_factor_t 型変数の形で受け渡します。

パラメータ gpta_count_type_t count_type 開始／停止／クリアを設定します。

uint16_t trigger_type 要因の有効エッジを設定します。

uint16_t factor 要因を設定します。

リターン値 GPTA_ERR_INVALID_ARG ：引数が不正

補足 パラメータの count_type には以下の値が指定できます。

　GPTA_COUNT_START：
　　カウンタをスタートする H/W 要因を設定します。

　GPTA_COUNT_STOP：
　　カウンタをストップする H/W 要因を設定します。

　GPTA_COUNT_CLEAR：

　　カウンタをクリアする H/W 要因を設定します。

　GPTA_COUNT_CLEAR_SW：

　　カウンタをクリアします。他のパラメータ（trigger_type,factor）は無視されます。

パラメータの trigger_type には以下の値が指定できます。

count_type で指定した動作を起動する要因の有効エッジを指定します。

　GPTA_TRG_TYPE_NONE：
　　要因の有効エッジを無しにします。

　GPTA_TRG_TYPE_RISING：

　　要因の有効エッジを立ち上がりエッジにします。

　GPTA_TRG_TYPE_FALLING：

　　要因の有効エッジを立ち下りエッジにします。

　GPTA_TRIG_TYPE_BOTH：

　　要因の有効エッジを両エッジにします。
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パラメータの factor には以下の値が指定できます。

count_type で指定した動作を起動する要因を指定します。

　GPTA_FACTOR_NONE：
　　要因無しに設定します。

　GPTA_FACTOR_GTIOC3A：
　　GTIOC3A 端子入力を要因に設定します。

　GPTA_FACTOR_GTIOC3B：
　　GTIOC3B 端子入力を要因に設定します。

　GPTA_FACTOR_CMP_A：
　　GTIOC3A 内部出力（アウトプットコンペア）を要因に設定します。

　　チャネル 3 では指定できません。

　GPTA_FACTOR_CMP_B：
　　GTIOC3B 内部出力（アウトプットコンペア）を要因に設定します。

　　チャネル 3 では指定できません。

　GPTA_FACTOR_GETTRG：

　　GTETRG 端子入力を要因に設定します。

本コマンドをコールしないときのデフォルト値は以下の設定になります。

　trigger_type：GPTA_TRG_TYPE_NONE
　count_type：GPTA_FACTOR_NONE
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6.12.14 GPTA_SET_CLEAR_FACTOR
GPTA_SET_CLEAR_FACTOR

概　要 カウントをクリアする要因を設定します。

ヘッダ r_gpta_if.h

説　明 GPTn.GTCNT(n：0~3) レジスタのカウントをクリアする要因をチャネル毎に設定しま

す。

パラメータは gpta_set_clear_factor_t 型変数の形で受け渡します。

パラメータ uint16_t clear_factor クリア要因を設定します。

リターン値 GPTA_ERR_INVALID_ARG ：引数が不正

補足 パラメータの clear_factor には以下の値が指定できます。

　GPTA_CLEAR_NONE：
　　カウンタをクリアする要因を設定しません。

　GPTA_CLEAR_GTCCRA：
　　カウンタを GTCCRA レジスタのインプットキャプチャでクリアします。

　GPTA_CLEAR_GTCCRB：
　　カウンタを GTCCRB レジスタのインプットキャプチャでクリアします。

　GPTA_CLEAR_SYNC：

　　カウンタを同期クリア／同期動作をしている他のカウンタクリア要因でクリア

　　します。

本コマンドをコールしないときのデフォルト値は以下の設定になります。

　clear_factor：GPTA_CLEAR_NONE
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6.12.15 GPTA_SET_SYNC
GPTA_SET_SYNC

概　要 カウントを同期クリアする要因を設定します。

ヘッダ r_gpta_if.h

説　明 GPTn.GTCNT(n：0~3) レジスタのカウントを同期クリアする要因をチャネル毎に設定

します。

パラメータは gpta_set_sync_t 型変数の形で受け渡します。

パラメータ uint16_t clear_factor クリア要因を設定します。

リターン値 GPTA_ERR_INVALID_ARG ：引数が不正

補足 パラメータの clear_factor には以下の値が指定できます。

　GPTA_CLEAR_GPT0：
　　GPT0（チャネル 0）のクリア要因に同期してカウンタをクリアします。

　GPTA_CLEAR_GPT1：
　　GPT1（チャネル 1）のクリア要因に同期してカウンタをクリアします。

　GPTA_CLEAR_GPT2：
　　GPT2（チャネル 2）のクリア要因に同期してカウンタをクリアします。

　GPTA_CLEAR_GPT3：
　　GPT3（チャネル 3）のクリア要因に同期してカウンタをクリアします。

R_GPTA_Control 関数の引数の ch で指定したチャネルと、clear_factor で指定した

チャネルが同一のときは同期クリアをしません。

本コマンドをコールしないときのデフォルト値は以下の設定になります。

　clear_factor：GPTA_CLEAR_GPT0
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6.12.16 GPTA_SET_NF
GPTA_SET_NF

概　要 ノイズフィルタを設定します。

ヘッダ r_gpta_if.h

説　明 ノイズフィルタの許可／停止、およびノイズフィルタのサンプリングクロックをチャ

ネル毎に設定します。

パラメータは gpta_set_nf_t 型変数の形で受け渡します。

パラメータ uint16_t filter_a_flag GTIOCnA 端子のノイズフィルタの許可／停止を指定し

ます。（n：チャネル番号）

uint16_t filter_b_flag GTIOCnB 端子のノイズフィルタの許可／停止を指定し

ます。（n：チャネル番号）

uint16_t sampling_clock ノイズフィルタのサンプリングクロックを指定します。

リターン値 GPTA_ERR_INVALID_ARG ：引数が不正

補足 パラメータの filter_a_flag には以下の値が指定できます。

　GPTA_NF_DISABLE： 
　　GTIOCnA 端子のノイズフィルタを停止します。

　GPTA_NF_ENABLE： 
　　GTIOCnA 端子のノイズフィルタを許可します。

パラメータの filter_b_flag には以下の値が指定できます。

　GPTA_NF_DISABLE： 
　　GTIOCnB 端子のノイズフィルタを停止します。

　GPTA_NF_ENABLE： 
　　GTIOCnB 端子のノイズフィルタを許可します。

パラメータの sampling_clock には以下の値が指定できます。

　GPTA_SAMP_PCLKC_DIV_1： 
　　サンプリングクロックに PCLKC / 1 を指定します。

　GPTA_SAMP_PCLKC_DIV_4： 
　　サンプリングクロックに PCLKC / 4 を指定します。

　GPTA_SAMP_PCLKC_DIV_32： 
　　サンプリングクロックに PCLKC / 32 を指定します。

　GPTA_SAMP_COUNT_SRC： 
　　サンプリングクロックにカウントソースを指定します。

本コマンドをコールしないときのデフォルト値は以下の設定になります。

　filter_a_flag：GPTA_NF_DISABLE
　filter_b_flag：GPTA_NF_DISABLE
　sampling_clock：GPTA_SAMP_PCLKC_DIV_1
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6.12.17 GPTA_SET_NF_EX
GPTA_SET_NF_EX

概　要 外部トリガ入力端子のノイズフィルタを設定します。

ヘッダ r_gpta_if.h

説　明 外部トリガ入力端子（GTETRG）のノイズフィルタの設定を行います。

本コマンドは全チャネルで共通の設定になります。

パラメータは gpta_set_nf_ex_t 型変数の形で受け渡します。

パラメータ uint16_t filter_flag GTETRG 端子のノイズフィルタの許可／停止を指定し

ます。

uint16_t sampling_clock ノイズフィルタのサンプリングクロックを指定します。

リターン値 GPTA_ERR_INVALID_ARG ：引数が不正

補足 パラメータの filter_flag には以下の値が指定できます。

　GPTA_NF_EX_DISABLE： 
　　GTETRG 端子のノイズフィルタを停止します。

　GPTA_NF_EX_DISABLE： 
　　GTETRG 端子のノイズフィルタを許可します。

パラメータの sampling_clock には以下の値が指定できます。

　GPTA_SAMP_EX_PCLKC_DIV_1： 
　　サンプリングクロックに PCLKC / 1 を指定します。

　GPTA_SAMP_EX_PCLKC_DIV_2： 
　　サンプリングクロックに PCLKC / 2 を指定します。

　GPTA_SAMP_EX_PCLKC_DIV_4： 
　　サンプリングクロックに PCLKC / 4 を指定します。

　GPTA_SAMP_EX_PCLKC_DIV_32： 
　　サンプリングクロックに PCLKC / 32 を指定します。

本コマンドをコールしないときのデフォルト値は以下の設定になります。

　filter_flag：GPTA_NF_EX_DISABLE
　sampling_clock：GPTA_SAMP_EX_PCLKC_DIV_1
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6.12.18 GPTA_SET_INTR_SKIP
GPTA_SET_INTR_SKIP

概　要 割り込み間引き機能を設定します。

ヘッダ r_gpta_if.h

説　明 GTCNT カウンタのオーバフロー割り込み（GTCIV）／アンダフロー割り込み

（GTCIU）の間引き機能の設定と他の割り込み、および A/D 変換開始要求を GTCIV ／

GTCIU 割り込み間引き機能と連動するかどうかをチャネル毎に設定します。

パラメータは gpta_set_intr_skip_t 型変数の形で受け渡します。

パラメータ uint16_t gtccra_mode 割り込み間引機能と連動するか設定します。

uint16_t gtccrb_mode 割り込み間引機能と連動するか設定します。

uint16_t gtccrc_mode 割り込み間引機能と連動するか設定します。

uint16_t gtccrd_mode 割り込み間引機能と連動するか設定します。

uint16_t gtccre_mode 割り込み間引機能と連動するか設定します。

uint16_t gtccrf_mode 割り込み間引機能と連動するか設定します。

uint16_t gtadtra_mode 割り込み間引機能と連動するか設定します。

uint16_t gtadtrb_mode 割り込み間引機能と連動するか設定します。

uint16_t func_sel 割り込み間引き機能の選択をします。

uint16_t skip_num 割り込み間引き回数を指定します。

リターン値 GPTA_ERR_INVALID_ARG ：引数が不正

補足 パラメータの gtccra_mode には以下の値が指定できます。

　GTCCRA_INTR_SKIP_DISABLE： 
　　GTCCRA コンペアマッチ／インプットキャプチャ割り込みを GTCIV ／ GTCIU
　　割り込み間引き機能と連動しません。

　GTCCRA_INTR_SKIP_ENABLE： 
　　GTCCRA コンペアマッチ／インプットキャプチャ割り込みを GTCIV ／ GTCIU
　　割り込み間引き機能と連動します。

パラメータの gtccrb_mode には以下の値が指定できます。

　GTCCRB_INTR_SKIP_DISABLE： 
　　GTCCRB コンペアマッチ／インプットキャプチャ割り込みを GTCIV ／ GTCIU
　　割り込み間引き機能と連動しません。

　GTCCRB_INTR_SKIP_ENABLE： 
　　GTCCRB コンペアマッチ／インプットキャプチャ割り込みを GTCIV ／ GTCIU
　　割り込み間引き機能と連動します。

パラメータの gtccrc_mode には以下の値が指定できます。

　GTCCRC_INTR_SKIP_DISABLE： 
　　GTCCRC コンペアマッチ割り込みを GTCIV ／ GTCIU 割り込み間引き機能と

　　連動しません。

　GTCCRC_INTR_SKIP_ENABLE： 
　　GTCCRC コンペアマッチ割り込みを GTCIV ／ GTCIU 割り込み間引き機能と

　　連動します。
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パラメータの gtccrd_mode には以下の値が指定できます。

　GTCCRD_INTR_SKIP_DISABLE： 
　　GTCCRD コンペアマッチ割り込みを GTCIV ／ GTCIU 割り込み間引き機能と

　　連動しません。

　GTCCRD_INTR_SKIP_ENABLE： 
　　GTCCRD コンペアマッチ割り込みを GTCIV ／ GTCIU 割り込み間引き機能と

　　連動します。

パラメータの gtccre_mode には以下の値が指定できます。

　GTCCRE_INTR_SKIP_DISABLE： 
　　GTCCRE コンペアマッチ割り込みを GTCIV ／ GTCIU 割り込み間引き機能と連動

　　しません。

　GTCCRE_INTR_SKIP_ENABLE： 
　　GTCCRE コンペアマッチ割り込みを GTCIV ／ GTCIU 割り込み間引き機能と連動

　　します。

パラメータの gtccrf_mode には以下の値が指定できます。

　GTCCRF_INTR_SKIP_DISABLE： 
　　GTCCRF コンペアマッチ割り込みを GTCIV ／ GTCIU 割り込み間引き機能と連動

　　しません。

　GTCCRF_INTR_SKIP_ENABLE： 
　　GTCCRF コンペアマッチ割り込みを GTCIV ／ GTCIU 割り込み間引き機能と連動

　　します。

パラメータの gtadtra_mode には以下の値が指定できます。

　GTADTRA_INTR_SKIP_DISABLE： 
　　GTADTRA A/D 変換開始要求を GTCIV ／ GTCIU 割り込み間引き機能と連動しま

　　せん。

　GTADTRA_INTR_SKIP_ENABLE： 
　　GTADTRA A/D 変換開始要求を GTCIV ／ GTCIU 割り込み間引き機能と連動し

　　ます。

パラメータの gtadtrb_mode には以下の値が指定できます。

　GTADTRB_INTR_SKIP_DISABLE： 
　　GTADTRB A/D 変換開始要求を GTCIV ／ GTCIU 割り込み間引き機能と連動しま

　　せん。

　GTADTRB_INTR_SKIP_ENABLE： 
　　GTADTRB A/D 変換開始要求を GTCIV ／ GTCIU 割り込み間引き機能と連動し

　　ます。
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パラメータの func_sel には以下の値が指定できます。

　GPTA_INTR_SKIP_NONE： 
　　間引きをしない。

　GPTA_INTR_SKIP_TOP： 
　　のこぎり波のときにオーバフロー／アンダフロー両方を、三角波のときに（山）

　　をカウントして間引く。

　GPTA_INTR_SKIP_BOTTOM： 
　　のこぎり波のときにオーバフロー／アンダフロー両方を、三角波のときに（谷）

　　をカウントして間引く。

　GPTA_INTR_SKIP_BOTH：

　　のこぎり波のときにオーバフロー／アンダフロー両方を、三角波のときに

　　（谷／山）両方をカウントして間引く。

パラメータの skip_num には以下の値が指定できます。

　GPTA_INTR_SKIP_0： 
　　間引き回数を 0 に設定します。（間引きしません） 
　GPTA_INTR_SKIP_1： 
　　間引き回数を 1 に設定します。 
　GPTA_INTR_SKIP_2： 
　　間引き回数を 2 に設定します。 
　GPTA_INTR_SKIP_3： 
　　間引き回数を 3 に設定します。 
　GPTA_INTR_SKIP_4： 
　　間引き回数を 4 に設定します。 
　GPTA_INTR_SKIP_5： 
　　間引き回数を 5 に設定します。 
　GPTA_INTR_SKIP_6： 
　　間引き回数を 6 に設定します。 
　GPTA_INTR_SKIP_7： 
　　間引き回数を 7 に設定します。 

本コマンドをコールしないときのデフォルト値は以下の設定になります。

　gtccra_mode：GTCCRA_INTR_SKIP_DISABLE
　gtccrb_mode：GTCCRB_INTR_SKIP_DISABLE
　gtccrc_mode：GTCCRC_INTR_SKIP_DISABLE
　gtccrd_mode：GTCCRD_INTR_SKIP_DISABLE
　gtccre_mode：GTCCRE_INTR_SKIP_DISABLE
　gtccrf_mode：GTCCRF_INTR_SKIP_DISABLE
　gtadtra_mode：GTADTRA_INTR_SKIP_DISABLE
　gtadtrb_mode：GTADTRB_INTR_SKIP_DISABLE
　func_sel：GPTA_INTR_SKIP_NONE



R01AN2597JJ0140 Rev.1.40 Page 81 of 83
2018.06.07

RZ/T1グループ POE3 & GPTaサンプルドライバ

7. サンプルプログラム
サンプルコードは、ルネサス エレクトロニクスホームページから入手してください。
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8. 参考ドキュメント
• ユーザーズマニュアル：ハードウェア

RZ/T1 グループ ユーザーズマニュアル ハードウェア編

（最新版をルネサス エレクトロニクスホームページから入手してください。）

RZ/T1 Evaluation Board RTK7910022C00000BR ユーザーズマニュアル

（最新版をルネサス エレクトロニクスホームページから入手してください。）

• テクニカルアップデート／テクニカルニュース

（最新の情報をルネサス エレクトロニクスホームページから入手してください。）

• ユーザーズマニュアル：開発環境

IAR 統合開発環境（IAR Embedded Workbench® for Arm）に関しては、IAR ホームページから入手してく

ださい。

（最新版を IAR ホームページから入手してください。）
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ホームページとサポート窓口

ルネサス エレクトロニクスホームページ

http://japan.renesas.com/

お問合せ先

http://japan.renesas.com/contact/
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C - 1

Rev. 発行日
改訂内容

ページ ポイント

0.10 2015.03.06 — 初版発行

1.00 2015.04.10 — Web掲載に際しRevのみ変更

1.10 2015.07.06 2.　動作環境

5 表2.1 動作環境　統合開発環境　表記一部修正、追加

6.　ソフトウェア説明

11 6.2.4 説明文 参照を追加

11 表6.2 タイトル、表記一部修正。

12 表6.3 追加

12 表6.4 追加

18 表6.8 タイトル修正

1.20 2015.12.03 2.　動作環境

5 表2.1 動作環境　統合開発環境　一部修正

1.30 2017.04.05 2.　動作環境

5 表2.1 動作環境　統合開発環境の内容変更

6. ソフトウェア説明

— 6.2.4 必要メモリサイズ　削除

1.40 2018.06.07 2.動作環境

5 表2.1 動作環境　統合開発環境の内容変更

8. 参考ドキュメント

82 IAR 統合開発環境名変更

すべての商標および登録商標は、それぞれの所有者に帰属します。

改訂記録
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